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　川内小学校（林順一郎校長）ではこの日、入学式が行われ、ピカピカの新入生 23 名が、6年

生のお兄さんやお姉さんに手を引かれながら緊張の入場。来席した来賓や保護者らに向かって、

一人ひとり元気な声で自己紹介をしました。同校は、第一川内小学校と第二川内小学校が統合

し、川内中学校敷地内に新校舎が完成。市内初の校舎一体型の小中一貫教育に取り組みます。

主な内容
◇ 【連載】目指せ！市民協働・参画③ ほか … 20 p 〜 21 p
◇ 図書館からのお知らせ … 22 p 〜 23 p
◇ むつ市情報ポケット … 24 p 〜 26 p
◇ お元気ですか！保健コーナー … 27 p
◇ 各地での桜まつり開催のお知らせ … 28 p

◇ 平成 23年度一般施政方針
… 2 p 〜  7 p

　 　　　　  ＆むつ市一般会計当初予算
◇ あなたの将来を支える「国民年金」 ほか … 8 p 〜  9 p
◇ 特定健診を受診しましょう ほか … 10 p 〜 13 p
◇ 議会だより ほか … 14 p 〜 19 p

『 不安かな？　僕たちみんな　仲間だよ 』
（4 月 7 日・「川内小学校入学式」にて）
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ネクスト 50 に向けた 躍進の年度に
　
む
つ
市
議
会
第
２
０
７
回
定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、
平
成
23
年
度
の
市
政
運

営
に
臨
む
所
信
を
申
し
述
べ
、
議
員
各
位
お
よ
び
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
む
つ
市
長
と
し
て
の
４
年
の
任
期
も
目
前
と
迫
り
、
公
約
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

ま
し
た
「
財
政
再
建
」に
つ
い
て
は
、
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
漕
ぎ
着
け
、

ま
た
、
大
き
な
行
政
課
題
で
あ
り
ま
し
た「
新
庁
舎
移
転
」も
果
た
す
こ
と
が
で
き
、

志
向
し
た
「
市
民
に
優
し
い
庁
舎
像
」の
理
念
に
沿
っ
た
機
能
発
揮
が
で
き
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
も
偏
に
、
議
員
各
位
お
よ
び
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、

ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
他
の
公
約
課
題
に
つ
い
て
も
、
着
実
に
歩
を
進
め
、
相
応
に
成
果
を
得
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
、
道
半
ば
で
あ
り
、
む
つ
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
ひ
い
て
は

市
民
の
幸
福
度
の
増
進
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、「
持
続
的
な
肉
付
け
が
さ
ら
に

必
要
で
あ
る
」と
の
強
い
思
い
を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
 

当
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
合
併
直
後
の
平
成
17
年
度
決
算

で
、
約
24
億
９
千
万
円
の
赤
字
を
計
上
し
て
以
来
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
な
ど
で
、
平
成
21
年
度
末
に
お
け
る
累
積
赤
字
額
が
約
７
億
３
千
万
円
と
な
り
、

ほ
ぼ
赤
字
解
消
計
画
に
沿
っ
た
形
で
財
政
健
全
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
脇
野
沢
地
区
に
お
け
る
不
法
投
棄
廃
棄
物
の
撤
去
や
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
３
診
療
所
の
抱
え
る
不
良
債
務
の
解
消
と
い
う
よ
う
な
課
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、
累
積
赤
字
の
解
消
を
十
分
に
視
界
に
捉
え
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
赤
字
解
消
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
地
方
分

権
が
進
む
中
で
、
今
後
、
よ
り
自
立
し
た
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
意

識
し
な
が
ら
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、

市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
行
政
運
営
を
推
進
す
る
、「
次
の
50
年
に

向
か
っ
て
躍
進
す
る
年
度
」と
位
置
づ
け
、「『
ネ
ク
ス
ト
50
』へ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
」、

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」お
よ
び
「
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
推
進
」の
三
つ
の

柱
を
基
本
に
据
え
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

 
 

こ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
３
４
６
億
円
と

平
成
22
年
度
に
比
べ
６
億
５
千
万
円
、
率
に
し
て
１
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
し
て

編
成
し
ま
し
た
。

「『
ネ
ク
ス
ト
50
』へ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
」を
目
指
し
ま
す

・
電
気
自
動
車
導
入
、
急
速
充
電
器
設
置
お
よ
び
改
造
電
気
自
動
車
製
作

・「
む
つ
市
の
う
ま
い
は
日
本
一
！
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
企
業
連
携
強
化

・
緊
急
雇
用
対
策

・
第
三
田
名
部
小
学
校
お
よ
び
川
内
小
学
校
建
設

・
川
内
榀
木
団
地
建
設

・
防
災
拠
点
施
設
整
備

・
雨
水
対
策
調
査
検
討

・
横
迎
町
大
平
町
線
お
よ
び
金
曲
金
谷
線
予
備
調
査

・
0
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
給
付

・
予
防
接
種
助
成
の
拡
大

・
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設
を
活
か
し
た
観
光
ゾ
ー
ン
の
創
造
と
周
辺
地
域
の
活
性
化

・
中
心
市
街
地
環
境
改
善
支
援

・
地
域
商
店
街
活
性
化

・
重
要
文
化
財
保
存
活
用

・
文
化
財
収
蔵
・
展
示
施
設
整
備

・
む
つ
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
策
定

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
ま
す

　
今
、
改
め
て
地
方
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
地
域
を
基
盤
と
す
る
自
立

的
な
自
治
の
構
築
で
す
。
住
民
の
意
思
を
行
政
に
反
映
し
や
す
く
す
る
と
い
う
地

方
分
権
・
地
域
主
権
に
根
ざ
し
た
自
治
体
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
本
位

「
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
推
進
」に
努
め
ま
す

 
 

平
成
23
年
度
は
、
赤
字
解
消
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
10
年
度
か
ら
続
い

て
い
た
一
般
会
計
の
赤
字
を
平
成
23
年
度
で
断
ち
切
り
、
累
積
赤
字
の
解
消
を
確
実
な
も
の
と

す
る
た
め
、
さ
ら
に
は
年
度
中
途
に
お
け
る
歳
出
の
増
額
補
正
に
も
的
確
に
対
応
し
、
年
度
を

通
じ
た
財
源
確
保
の
担
保
と
し
て
１
億
５
千
万
円
の
財
政
調
整
基
金
を
確
保
し
ま
し
た
。

 
 

ま
た
、
中
・
長
期
的
な
財
政
の
安
定
を
図
る
た
め
退
職
者
の
一
部
不
補
充
な
ど
に
よ
る
人
件

費
の
抑
制
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
た
起
債
の
借
入
れ
、
償
還
金
の
平
準
化
な
ど

将
来
の
財
政
硬
直
化
の
要
因
と
な
る
義
務
的
経
費
の
抑
制
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
合
併
算
定

替
え
制
度
の
終
了
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
落
ち
込
み
を
見
据
え
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

の
有
効
活
用
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
に
よ
る
遊
休
資
産
の
活
用
な
ど
、
中
・

長
期
的
な
財
源
不
足
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
回
避
に
努
め
て
い
く
ほ
か
、
市
制
施
行
以
来
の
宿
願

で
あ
る
恒
久
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
財
政
上
の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
強
い

決
意
を
も
っ
て
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
が
、
平
成
23
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
施
策
に
つ
い
て
で
す
。

　
さ
て
、
赤
字
の
解
消
が
目
前
と
な
り
ま
し
た
が
、
黒
字
転
換
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
、
懸
案
事

業
や
行
政
課
題
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
意
味
、
収
支
差
引
き
ゼ
ロ
の
原
点
に
な
っ
て
か
ら
が
政
治

力
の
真
髄
が
試
さ
れ
る
も
の
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

  

施
策
の
形
成
は
、
市
民
生
活
に
密
着
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
生
活
者
の
目
線
を
基
軸
に
据
え
な

が
ら
適
時
適
切
に
、
地
域
の
振
興
・
活
性
化
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
交
流
化
社
会
の
進
展
を

視
野
に
、
む
つ
市
の
地
域
特
性
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
「
街
の

顔
づ
く
り
」、「
街
の
香
り
づ
く
り
」と
い
っ
た
面
に
も
磨
き
を
か
け
て
優
位
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
を
地
域
の
誇
り
と
自
信
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
財
政
健
全
化
を
成
就
さ
せ
つ
つ
、
未
来
を
見
つ
め
「
攻
め
の
行
政
」に
よ
り
シ

フ
ト
し
て
い
き
ま
す
が
、
将
来
に
向
け
た
躍
進
と
健
全
財
政
の
維
持
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て

誓
い
を
立
て
る
元
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
人
と
暮
ら
し
、
自
然
が
輝
き
、
や
す
ら
ぎ
と
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
、「
攻
め
て
、
守
る
」

と
い
う
二
律
背
反
の
止
揚
に
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
新
た
な
取
り
組
み
も
緒
に
つ
け
つ
つ
、
邁
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
ネ
ク
ス
ト
50
へ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
、
未
来
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
飛
翔
、
躍
進
を
目
指
し
て
、
全

身
全
霊
を
傾
け
る
と
と
も
に
、「
考
え
、
行
動
し
、
創
造
す
る
む
つ
市
」を
行
動
規
範
に
組
織
を

挙
げ
て
、
市
政
の
推
進
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
議
員
各
位
お
よ
び
市
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
む
つ
市
議
会
第
２
０
７
回
定
例
会
に
お
い
て
、
宮
下
市
長
が

今
年
度
の
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
施
政
方

針
の
中
か
ら
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
一
般
施
政
方
針
（
抜
粋
）

（  ２  ）（  ３  ）

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
昨
年
２
月
に
「
ま
ち
づ
く
り
理
念
の
検
討
」お
よ
び
「
行
政
運
営
体

制
の
検
討
」の
二
つ
を
大
き
な
柱
と
す
る
第
五
次
む
つ
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　「
ま
ち
づ
く
り
理
念
の
検
討
」に
お
い
て
は
、
市
政
運
営
の
構
想
、
計
画
、
実
践
等
の
各
段
階

で
の
市
民
参
画
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
体
制
を
整
え
、
協
働
の
理
念

を
発
信
す
る
取
り
組
み
、
地
域
の
問
題
を
そ
の
地
域
の
担
い
手
が
協
働
し
て
発
展
的
に
解
決
し

て
い
く
風
土
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
と
い
う
三
つ
の
推
進
事
項
を
掲
げ
、
今
年
度
に
お
い

て
は
、
第
５
次
行
政
改
革
推
進
事
業
と
し
て
、
昨
年
11
月
に
取
り
ま
と
め
た
行
政
改
革
実
施
計

画
に
基
づ
い
て
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
市
の
予
算
や
決
算
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
こ
と
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設
の
周
辺
整
備
に
関
す
る
検

討
で
は
、
付
近
住
民
を
は
じ
め
と
し
た
市
民
の
み
な
さ
ま
に
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
最
近
に
お
け
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
先
駆
的
事
例
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
新
た
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
、
中
心
市
街
地
環
境
改
善
支
援
事
業
や
地
域
商

店
街
活
性
化
事
業
な
ど
も
地
域
住
民
や
事
業
主
な
ど
と
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
民
と
の
協
働
事
業
を
数
多
く
仕
掛

け
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
新
た
な
ご
提
案
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
市
政
を
効
果
的
に
行
う
た
め
の
仕
組
み
と
そ
れ

に
対
応
し
た
行
政
機
構
を
再
構
築
し
、
住
民
の
声

を
政
策
に
活
か
し
、
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
く
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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 ◆市民一人当たりの予算額（対 22 年度当初予算比）◆　一人当たり54 万 1,998 円
平成 23 年度 平成 22 年度 増減額 増減率

歳出合計 54 万 1,998 円 52 万 8,430 円 1 万 3,568 円 2.6％

議会費 5,211 円 3,836 円 1,375 円 35.8％

総務費 6 万 3,292 円 5 万 6,526 円 6,766 円 12.0％

民生費 12 万 7,556 円 12 万 3,033 円 4,523 円 3.7％

衛生費 6 万 5,396 円 6 万 1,640 円 3,756 円 6.1％

労働費 2,417 円 1,441 円 976 円 67.7％

農林水産業費 1 万 5,799 円 2 万 1,787 円 △ 5,988 円 △ 27.5％

商工費 1 万 1,119 円 1 万 0,287 円 832 円 8.1％

土木費 3 万 9,256 円 3 万 4,383 円 4,873 円 14.2％

消防費 3 万 7,239 円 3 万 7,023 円 216 円 0.6％

教育費 5 万 6,120 円 6 万 8,160 円 △ 1 万 2,040 円 △ 17.7％

公債費 6 万 0,302 円 6 万 1,172 円 △ 870 円 △ 1.4％

諸支出金など 5 万 8,291 円 4 万 9,142 円 9,149 円 18.6％

※各年度 4 月 1 日現在の住民基本台帳の人口により算出（平成 22 年度 64,247 人、平成 23 年度 63,838 人）

 118 億 7,000 万円 地 方 交 付 税

57 億 2,404 万円 市 税

54 億 1,774 万円 国 庫 支 出 金

43 億 7,820 万円 市 債

35 億 5,116 万円 県 支 出 金

18 億 8,741 万円 諸 収 入

6 億 1,639 万円 地方消費税交付金

4 億 9,789 万円
分担金・負担金・使用
料・手数料・財産収入

4 億 6,114 万円 各種譲与税・交付金

1 億 9,603 万円 繰 入 金

◆市税収入の状況◆ ◆歳出性質別の状況◆

 ◆各会計の状況 （対 22 年度比）◆

平成 23 年度 平成 22 年度 増減額 増減率

一般会計 346 億 0,000 万円 339 億 5,000 万円 6 億 5,000 万円 1.9％

国民健康保険特別会計 75 億 1,521 万円 76 億 0,229 万円 △ 8,708 万円 △ 1.1％

後期高齢者医療特別会計 4 億 5,160 万円 4 億 4,214 万円 946 万円 2.1％

老人保健特別会計 ー 227 万円 △ 227 万円             皆減 

下水道事業特別会計 15 億 2,640 万円 14 億 7,360 万円 5,280 万円 3.6％

公共用地取得事業特別会計 763 万円 777 万円 △ 14 万円 △ 1.8％

介護保険特別会計 51 億 1,507 万円 48 億 2,905 万円 2 億 8,602 万円 5.9％

魚市場事業特別会計 715 万円 756 万円 △ 41 万円 △ 5.4％

水道事業会計 29 億 6,181 万円 26 億 0,649 万円 3 億 5,532 万円 13.6％

※老人保健特別会計は平成 22 年度をもって廃止となりました

財政健全化へ赤字解消計画達成目指す！
　今年度は赤字解消計画に掲げる財政健全化達成の年であることから、その道筋を着実に歩みな

がら、市民生活に密着した事業を積極的に展開するとともに、市民とのパートナーシップによる行

政運営を推進する、『次の 50 年に向かって躍進の年度』と位置付けて次の 3 つの柱を基本に据えた

予算編成を行いました。

　① 『ネクスト 50』へのさらなる飛躍
　② 市民協働のまちづくり
　③ 持続可能な財政運営の推進
　予算総額は 346 億円で、前年度当初予算と比較しますと 6 億 5 千万円、伸び率では 1.9％の増と

なっています。増額となった主な要因は、予防接種事業の対象と助成枠の拡大を行うことや、種々

の災害に対して本部的な機能を果たす防災拠点施設の建設事業を進めることなどによるものです。

歳　入　346 億円 歳　出　346 億円

主な事業の紹介は次のページへ！

0 20 40 60 80
民 生 費 81 億 4,292 万円

衛 生 費 41 億 7,477 万円

総 務 費 40 億 4,042 万円

公 債 費 38 億 4,954 万円

諸 支 出 金 な ど 37 億 2,119 万円

教 育 費 35 億 8,256 万円

土 木 費 25 億 0,601 万円

消 防 費 23 億 7,728 万円

農 林 水 産 業 費 10 億 0,857 万円

商 工 費 7 億 0,982 万円

議 会 費 3 億 3,265 万円

労 働 費 1 億 5,427 万円

一般会計
346 億円

前年度比 1.9％増
3 つの柱を軸に編成

平成 23 年度 むつ市一般会計当初予算平成 23 年度 むつ市一般会計当初予算
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平成 23 年度 むつ市一般会計当初予算平成 23 年度 むつ市一般会計当初予算

 平成 23年度の主な事業

施策項目 事業名 ど　ん　な 事業費

一体的な地域の形成 中心市街地環境改善支援事業

人口減少、超高齢化社会の到来に備える中心市

街地づくりを目指し、各種フォーラムを開催し、

中心市街地活性化のための市民協働によるまち

づくりの手法を検討します

1,000 万円

新たな行財政システムの
　　　　　　　　　構築

第 5 次行政改革推進事業
「むつ市行政改革大綱」および「むつ市行政改革

実施計画」に基づき、市民協働・参画の推進に

取り組みます
250 万円

〈予算に関するご意見やお問い合わせは〉

市財政課 ( 22-1111 内線 2324

施策項目 事業名 ど　ん　な 事業費

観光の振興
下北駅前広場観光案内所
　　　　　ロッカー設置事業

東北新幹線の全線開業に伴う観光客等利用者の

増加に対応するため、新たにコインロッカーを

設置し、利便性向上を図ります
500 万円

特色ある地域産業の育成

浜奥内漁港施設整備事業
港内の波の静穏度安定と港口付近への砂の堆積

を解消するするため、第３西防波堤および泊地

を整備します
8,460 万円

「むつ市のうまいは日本一！」
　　　推進プロジェクト事業

農林水産物等の消費拡大や販売促進活動を”攻

めの姿勢”で推進するため、特産物販売イベン

トの開催、地産地消運動の展開等により、一次

産業の振興を図ります

483 万円

豊かな環境の創造

電気自動車導入、製作、
　　　　　充電器設置事業

電気自動車の導入および急速充電器の設置のほ

か、改造による電気自動車の製作を行います
1,347 万円

川内榀木団地建設事業
老朽化の激しい市営住宅を更新するにあたり、

入居者の年代や世帯構成に配慮した住戸形式を

検討し、設計を実施します
600 万円

個性豊かな地域文化の
　　　　　　　伝承と創造

北の防人大湊地区整備事業
市民協働で作成した水源地公園周辺の整備計画

に基づき、道路、公園および建築物の整備につ

いての設計を実施します
6,095 万円

人が生き生きし
安心して暮らせるまちづくり

◆自主財源と依存財源の割合◆

◆一般会計の市債の残高について◆

　市債とは、長期にわたって使用する道路や学校の建設な

ど、多額の経費を要する事業を行う際に、国や金融機関な

どから借り入れるお金です。借り入れたお金は、公債費と

して計画的に返済されています。

平成 23 年度末残高見込 384 億 4,192 万円

平成 22 年度末残高見込 373 億 1,384 万円

増減額 11 億 2,808 万円

増減率 3.0％

自主財源（24.1％）
83 億 0,536 万円
市税、繰入金、

使用料、手数料など

依存財源（75.9％）
262 億 9,464 万円

地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債など

地域の個性を活かした
特色あるまちづくり

市民参加による
一体的な新しいまちづくり

施策項目 事業名 ど　ん　な 事業費

保健・医療の充実

乳幼児医療費給付事業
新たに 4 ～ 6 歳児を全額助成の対象とし、0 ～

6 歳児までを全額助成します
4,963 万円

予防接種助成事業

新規にメニュー化した子宮頸がん、ヒブおよび

小児用肺炎球菌の予防接種については全額助成

とするほか、インフルエンザ・成人用肺炎球菌

（新規）の予防接種については全市民を対象とし

て一部助成します

2 億 3,817 万円

教育の充実
第三田名部小学校
　　　・川内小学校建設事業

第三田名部小学校は屋内運動場およびグラウン

ドの整備、川内小学校は屋内運動場および給食

センターの整備を実施します
13 億 4,807 万円

安全で安心な環境の充実

防災拠点施設整備事業
国の原子力防災施設と併設する形で、市の総合

的な防災施設を建設します
7 億 2,795 万円

雨水対策調査検討事業
大雨時に冠水被害が頻発する箇所において、そ

の原因を明らかにし、被害の軽減を図るための

調査検討を行います
500 万円

　「むつ市のうまいは日本一！」のさらなる推進、

また、電気自動車の導入や電気自動車を利用し

た新たな観光ルートや商品開発等の環境を整備

するため、急速充電器を設置します。

　中心市街地環境改善支援事業では、超高齢化社会の到来に備える中心市街地づくりを

目指し、市民協働のまちづくりの手法を検討していきます。将来的には、地域の意見等を

踏まえたまちづくり計画を策定し、まちなか居住など具体的事業に取り組んでいきます。

　今年度より、新たに 4 歳から 6 歳児までの医療費一部自己負担金をなくし、また、予防接種に対する費用助成を拡

大することにより、事前予防はもとより、将来にわたる医療費の抑制を目指します。また、小中一貫教育のスタートに

あたり、義務教育環境の整備を引き続き進めていきます。

教育環境整備・医療負担軽減など
　　市民生活に密着した事業を積極的に展開

　市では、『ネクスト50』へのさらなる飛躍のために、次に紹介する事業をはじめ、さまざま

な取り組みを行います。

川内小学校整備事業保健・医療の充実

北の防人大湊地区整備事業「むつ市のうまいは日本一！」推進

中心市街地の活性化

さきもり

防災拠点施設整備事業
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口座振替のご案内
〜市税・介護保険料の納付は、便利で安全・確実な

　　　　　　　　　　口座振替をご利用ください〜

〈問合せ先一覧〉
市税務課　(22-1111
　　市民税担当　　内線2212〜2215

　　固定資産税担当内線2222〜2225

　　納税管理担当　内線2252・2253

　　収納担当　　　内線2232〜2236

川内庁舎管理課　　(42-2111
大畑庁舎管理課　　(34-2111
脇野沢庁舎管理課　(44-2111

暮らしに役立つ

          税 情 報

〈口座振替の対象〉 

　市県民税、固定資産税、都市計画税、国民健康保険税、

　軽自動車税、介護保険料

〈納付方法〉 

◇期別納付 … 各納期の末日に振替 ※軽自動車税は年１回、5月末日に振替

◇全期一括納付 … 年 1回、6月末日に振替

※末日が休業日の場合、翌営業日に振替。納期限は納税通知書をご確認ください。

〈申込方法〉 

　取扱金融機関で、『むつ市口座振替依頼書』にご記入のうえ、お申し

込みください。申し込みの際は、預金通帳・届出印・ 納税通知書（納付書）

をご持参ください。

※ 口座振替納付済通知書は、軽自動車税（車検用納税証明書に限る）を除いて

廃止しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

〈詳しくは〉市税務課納税管理担当

あなたの将来を支える「国民年金」

　国民年金は 20歳以上 60歳未満のすべての人が加入し、老後の生活を保障する老齢基礎年金に加え、ケガ

や病気で障害が残ったときの障害基礎年金、一家の働き手が亡くなったときの遺族基礎年金があり、あなたと

家族の生活をサポートしています。

〈問合せ先〉
　むつ年金事務所    ( 22-2278
　市国保年金課( 22-1111 内線 2442
　川内庁舎市民福祉課    ( 42-2111
　大畑庁舎市民福祉課    ( 34-2111
　脇野沢庁舎市民福祉課 ( 44-2111

【国民年金の加入者】
　国民年金に加入する被保険者は次の3つに分類されます。

　○第１号被保険者 … 自営業、農業、学生、アルバイトなど

　○第２号被保険者 … 会社員や公務員

　○第３号被保険者 … 会社員や公務員に扶養されている配偶者

○老齢基礎年金

　次の期間を合計して 25年（300月）以上ある人が、原則

65歳になったときに受給することができます。

　①保険料を納付した期間

　②保険料の免除期間（全額免除・一部納付・納付猶予）

　③学生納付特例期間

　④厚生年金や共済組合に加入した期間

　⑤第３号被保険者であった期間

　⑥任意加入できる人が加入しなかった期間など（カラ期間）

　〈年金額〉 788,900円（40年間保険料を納めた場合）

○障害基礎年金

　国民年金加入中にケガや病気で障害が残ったときや、

20歳前の事故や病気などで障害認定日において障害の状

態にある場合には、障害基礎年金が支給されます。ただし、 

障害の程度や、一定以上の納付・免除期間があるなどの

要件があります。

　〈年金額〉 1級…986,100円　2級…788,900円

○遺族基礎年金

　国民年金加入中および老齢基礎年金の受給権がある夫

と死別した妻が、18歳未満の子と一緒に生活していると

きに支給されます。ただし、一定以上の納付・免除期間

があるなどの要件があります。

　〈年金額〉 1,015,900円（子が1人の場合）

○寡婦年金

　保険料納付済期間と免除期間を合わせた期間が、25年

以上ある夫が年金を受給しないで死亡した場合、死亡し

た夫に生計を維持され、かつ婚姻関係が10年以上ある妻

に60歳から65歳になるまで支給されます。

○死亡一時金

　保険料を36月以上納付した人が、年金を受給しないで

死亡したとき、その遺族に支給されます。なお、遺族基

礎年金を受けることができるときは支給されません。寡

婦年金と死亡一時金はどちらか一方を選択することにな

ります。

○特別障害給付金

　障害基礎年金を受給することができなかった方のため

に、特別障害給付金制度があります。

〈要件〉 

平成 3年 3月以前に国民年金の任意加入対象者だった学

生、または、昭和61年 3月以前に、国民年金の任意加入

対象者だった厚生年金、共済組合等の被保険者の配偶者

で、実際に任意加入していなかった期間に初診日があり、

その傷病により、現在、国民年金法に定める障害等級に

該当する方

　〈年金額〉 1級…月額 49,650円　2級…月額 39,720円

【国民年金保険料】
　第1号被保険者または任意加入被保険者が納付する年金保険料は年齢・所得に関係なく全国一律です。

　平成 23年度の国民年金保険料は月額15,020円 で、年度ごとに額の改定があります。

【受け取れる国民年金の種類】
　すべての年金は、受給資格があっても本人の請求がなければ支給されません。忘れずに請求してください。

【こんなときには必ず手続きを】

必要なもの 届出先

20歳になったとき 国民年金資格取得届（日本年金機構から送付された場合）市役所

厚生年金・共済年金に加入したとき 勤務先にお問い合わせください 勤務先

厚生年金・共済年金をやめたとき 資格喪失証明書、退職辞令、任意継続保険証など 市役所

厚生年金や共済年金に加入する配偶者の扶養となったとき 配偶者の勤務先にお問い合わせください 配偶者の勤務先

厚生年金や共済年金に加入する配偶者の扶養から外れたとき 扶養の解除の日付がわかる書類 市役所

国民年金保険料を納めるのが困難なとき
失業された方は雇用保険受給資格者証か離職票等
学生の方は在学証明書または学生証の写し

市役所

　平成 22年度の市税（市県民税・固定資産税・都市計画税）、国民健康保険税や介護保険料（普通徴収分）の納付はお済み

でしょうか？お手元の納税通知書等を、今一度ご確認ください。

　もし、うっかり納め忘れた分がありましたら、すぐに納付してください。また、事情があって遅れている場合には、お

早めにご相談ください。

　なお、納付書を紛失した場合は再発行しますので担当までご連絡ください。

〜市税等の納付は地域の納税組合もご利用いただけます〜

〈詳しくは〉市税務課納税管理担当

市税や介護保険料等の納め忘れはありませんか？

　平成 23年度の軽自動車税納税義務者（平成 23年 4月1日現在の所有者）の方へ、5月上旬に納税通知書（納付書）を送付

しますので、期限までに納付をお願いします。

　なお、名義変更や廃車等で現在所有していなくても、異動日が平成 23年 4月2日以降の場合は、平成 23年度も課税

されますのでご注意ください。

　※異動日については、車検証等をご確認ください

〈詳しくは〉市税務課市民税担当

軽自動車税の納期限は 5月31日（火）です
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国民健康保険加入のみなさんへ！
〜特定健診を受診しましょう〜

　特定健診は、高血圧や高脂血症・糖尿病などの生活習

慣病に着目した健診で、メタボ健診とも呼ばれています。

これらの生活習慣病は、自覚症状が出たときには症状が

進行していることがあります。自覚症状がなくても、1

年に 1 回は健診を受けて、ご自身の健康状態を確認しま

しょう。また、健診を受けた後は、健診結果をご自身の

健康づくりに活かせるよう、健診結果説明会や特定保健

指導を実施しています。

　みなさまの健康維持が医療費の削減につながります。

昨年受診された方もされなかった方も、みなさんでぜひ

受診しましょう。

◆『国保人間ドック・国保脳ドック』について
　国保人間ドックを受診すると、特定健診もあわせて受診したことになります。

〈対象者〉 国民健康保険加入者のうち30歳以上の方。ただし、脳ドックは2年続けて受診できません。

〈いつ・どこで〉 ○人間ドック … むつ総合病院ほか市内医療機関　○脳ドック … ふじた脳神経クリニック

〈自己負担額〉　○人間ドック … 1人 1回 10,000円　○脳ドック … 1人 1回 6,500円

〈検査項目〉

○人間ドック

　一般検査（問診、診察、血圧測定）、身体測定（身長、体重、視力）、血液検査（貧血、血液型ほか）、血液化学検査（肝

〈問合せ・申込先〉
　○特定健診のお申し込みは
　　市健康推進課( 22-1111 内線 2578・2582
　○特定健診についてのお問い合わせは
　　市国保年金課( 22-1111 内線 2432 〜 2435
　○国保人間ドック・脳ドックについては
　　市国保年金課( 22-1111 内線 2432 〜 2435
　　川内庁舎市民福祉課国保担当　 ( 42-2111
　　大畑庁舎市民福祉課国保担当　 ( 34-2111
　　脇野沢庁舎市民福祉課国保担当( 44-2111

機能検査、脂質、血糖ほか）、血清学的検査（リウマチ、痛風、梅毒）、

検尿（蛋白、糖ほか）、検便（潜血）、聴力検査、心電図、胸部レ

ントゲン検査、胃カメラまたは胃部レントゲン検査、腹部超音

波検査、特定健診検査（腹囲測定ほか）

○脳ドック

　　 脳疾患の早期発見のためのＭＲＩによる検査

〈申込方法〉

　受診を希望される方は窓口で受診申請書を記入していただき

ます。記入後に受診票を交付しますので、保険証を添えて医療

機関に提出し、受診してください。

　特定健診には“ 平成 24 年度までに特定健診受診率 65％達成 ”という、国で定めた目標の受診率があります。

　しかし、むつ市の受診率は平成 20 年度が 12.9％で県内最下位、平成 21 年度は 17.8％、平成 22 年度はおよそ 18％と

かなり低い数値となっています。特に働き盛りの 40 歳〜 59 歳男性の受診率が低くなっています。

男女・年齢別 特定健診受診率の推移（平成 20・21 年度）
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◆『特定健診』について
〈対象者〉 国民健康保険に加入されている40歳から74歳までの方。

〈いつ・どこで〉

○集団健診 … 地域の主な会場で実施します。また、土日の健診もあります。

　　　　　　 詳しくは平成23年度の「健康づくりカレンダー」をご覧ください。

○個別健診 … むつ総合病院、むつリハビリテーション病院、小野胃腸科内科医院、渋谷胃腸科内科医院 ※6月開始予定

〈自己負担額〉 ○集団健診 … 1,000円　○個別健診 … 1,300円（住民税非課税世帯（※）と70歳以上の方の自己負担はありません）

　　　　　　  ※ 5月～7月の健診は22年度の課税状況を、8月以降の健診は23年度の課税状況で判断します

〈健診内容〉

　問診、身体計測（身長、体重、腹囲）、血圧、血中脂質検査、肝機能検査、血糖検査、尿検査、貧血検査、心電図検査、

眼底検査、生活機能評価（65歳以上の方）　※眼底検査は個別健診および集団健診の一部会場では実施していません

〈申込方法〉

　集団健診および個別健診、いずれも電話または市から送付された通知書に同封の受診希望はがきでお申し込みくだ

さい。受診前に問診票をお送りします。

〈問合せ・申込先〉
市市民課( 22-1111 内線 2412

住基カード 65歳以上の方無料交付期間延長

　住基カード（住民基本台帳カード）の無料交付については、市政

だより2 月25日号でお知らせしたとおり3 月31日で終了しました。

しかし、この間 65 歳以上の方の取得率が多かったことから、住基

カードの交付日に満 65 歳以上の方への手数料については、平成

25 年 3 月 31 日まで無料交付期間を延長することとなりました。

【受付時間】 平日の午前9時～午後 4時 30分

【申請場所】 本庁舎市民課および各庁舎市民福祉課

※本庁舎では即日交付できますが、20～ 30分程度かかりますので時間に

余裕を持ってお越しください。なお、各庁舎での交付は2～ 3日後とな

ります。

【必要な書類等】

・交付申請書　・本人確認書類（右表参照）　・印鑑（認印） 

・写真付き住基カードを希望される方は、証明写真1枚（パスポート

サイズ縦4.5cm×横 3.5cm、6か月以内の撮影、正面、無帽、無背

景で顔が鮮明に映っているもの） 

※満 65歳以上の方は、その場で写真撮影無料サービスを実施中です。

【手数料】 500円 

　※無料対象は、交付時65歳以上の方で初めて取得する方に限ります。

【申請する際の注意点】

　申請および交付できるのは、原則ご本人様となります。交付の際、

パスワード（暗証番号）を設定していただきます。

平成 25年 3月31日新規交付まで！

☆1月より、住基カード申請時の
本人確認方法が変更になりました☆

① IC カード自動車運転免許証の場合
　（本籍欄記載なし）

→免許証の交付の際、設定した 2つのパス
ワードを入力していただきます

②従来の自動車運転免許証（本籍欄記載）また

は①のパスワードを忘れた場合

→自動車運転免許証および保険証が必要と
なります

③運転免許証以外の顔写真付免許証等の場
合（パスポート、船舶免許など）

→その免許証等および保険証が必要となり
ます

④免許証等がない場合

→保険証をご持参ください。さらに本人確
認のため、いくつか質問をさせていただき
ます

※なお、申請時に上記確認書類のコピーを 1部

取らせていただきますのでご了承ください
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〈募集期間〉5 月 9 日（月）〜 5 月 20 日（金） ※ 土・日曜を除く

〈入居予定日〉 平成 23 年 7 月 1 日（金）

〈募集する市営住宅の概要〉

①むつ地区（2戸）

団地名 川守町団地

建設年度 昭和 55 年度

建物の構造 簡易耐火構造 2 階建

建物の面積 66.2 ㎡

建物の間取り
6 帖、6 帖、4.5 帖、台所、
トイレ、浴室（風呂無）

募集戸数 1 戸（駐車空間無）

家賃 12,400 円〜 18,500 円

所在地 むつ市川守町地内

〈必要書類〉 ① 市営住宅入居申込書（市都市建築課および各庁舎産業建設課にあります） ② 入居予定者全員の所得課税証明書

③ 入居予定者全員の税に関する証明書　④市外の方が申し込みをする場合は、入居予定者全員の住民票

〈入居申込資格〉

　① 同居しようとする親族（婚姻予定者を含む）があること　※ 単身入居できる方は次のとおり　

　　  ・昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた方　・身体障害者（1 〜 4 級）

　　  ・精神障害者（1 〜 3 級）および知的障害者（同程度）　・生活保護受給者　・ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）被害者

　② 入居しようとする世帯全員の所得の総額が政令で定める基準内であること

　　※平成 21 年 4 月 1 日から公営住宅法施行令の改正により、次の基準額を超える方は入居申込できません

　　・一般申込者（政令月収）…158,000 円　・裁量階層対象者（政令月収）…214,000 円

　③ 現に住宅に困窮していることが明らかなこと　④ 市税等の滞納がないこと

　⑤ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第 2 条第 6 号に規定する暴力団員でないこと

〈入居者の選考方法〉 

　　入居資格を審査のうえ、応募者多数の場合は公開抽選を行います（抽選日、抽選会場は後日連絡）。

〈決定後の手続き〉 敷金（家賃の３か月分）の納入と連帯保証人（原則むつ市内の方 2 名）の同意手続きが必要となります。

〈その他〉・ペットを飼うことはできません ・年１回次年度の家賃算定のため、所得の申告をする必要があります

　　　    ・申込時に、現在の居住状況や住宅困窮事情等を伺いますので、できるだけご本人様がお申し込みください

③大畑地区（1戸）

外山団地

昭和 55 年度

簡易耐火構造 2 階建

62.7 ㎡

6 帖、6 帖、4.5 帖、台所、
トイレ、浴室（風呂有）

1 戸（駐車空間無）

11,800 円〜 17,500 円

むつ市大畑町谷地道地内

〈問合せ・申込先〉
市都市建築課住宅担当( 22-1111内線2757
　川内庁舎産業建設課　　( 42-2111
　大畑庁舎産業建設課　　( 34-2111
　脇野沢庁舎産業建設課　( 44-2111

山田町団地

昭和 40 年度

木造平屋建

32.4 ㎡

6 帖、4.5 帖、台所、
トイレ、物置

1 戸（駐車空間無）

2,300 円〜 3,400 円

むつ市山田町地内

④脇野沢地区（2戸）

桂沢団地

昭和 50 年度

簡易耐火構造 2 階建

53.6 ㎡、49.7 ㎡

6 帖、6帖、4.5 帖、台所、
トイレ、浴室（風呂有）

各 1 戸（駐車空間無）

8,300 円〜 13,300 円

むつ市脇野沢桂沢地内

City Information （２０１１年・第７４２号）

計量器（はかり）の定期検査のお知らせ

〈詳しくは〉
　市商工観光課 ( 22-1111 内線 2643

〜介護認定を受けていない65歳以上の方へ〜

介護予防への取り組みをはじめませんか？PART2

〈問合せ先〉
むつ市地域包括支援センター（市介護福祉課内）

( 22-1111内線2565

この日の運動メニューは

・腕の運動、ボールまわし

・発声訓練

・足のつま先あげ、膝あげ

・リズム体操　・タオル体操

にこにこ大曲デイサービス事業所、千葉指導者からひとこと
　通所している方は、お互い仲が良いので楽しく行なっています。高
齢の方も多いので体調の変化には特に気を遣います。運動に対する意
欲が高い方が参加しているので、運動効果もみられ体力維持に役立っ
ていると思われます。

佐藤さんの本日の運動は、

　・ストレッチ　・下肢の進展運動

　・スクワット　・立ち上がり動作

　・バランス　    ・腹式深呼吸

平成 23 年度 運動機能向上教室「いきいき介護予防教室」を実施している事業所

● デイサービス事業所

・みちのく中央デイサービスセンター ・むらなかデイサービス

・みちのくデイサービスセンター ・にこにこハウス大曲

・みちのく金谷デイサービスセンター ・ニチイケアセンターむつ

・いこいの里デイサービスセンター ・せせらぎデイサービスセンター

・デイセンター桜木 ・いりえデイサービスセンター

・恵光園デイサービスセンター ・夢・プラザデイサービスセンター

● 運動施設

・むつ市ウエルネスパーク

・ＪＫウエルネス

・トム・スポーツクラブ

● 接骨院・整骨院

・大畑整骨院

・吉田整骨院

・太田接骨院

・杉山接骨院

・すがわら整骨院

・長谷接骨院

ゆったりコース　にこにこ大曲デイサービス事業所の教室風景 ～集団指導～

じっくりコース　杉山接骨院での教室風景 ～個別指導～

　今回は、転倒予防教室「いきいき介護予防クラブ」に参加しているみなさんの感想をご紹介します。

　なお、この教室は、生活機能評価により介護予防事業の参加が望ましいと判定されている方を対象に実

施しています。

【写真右】参加者のみなさん

左から千葉指導者、藤村さん、

奥島さん、大澤さん、野坂さん

【写真上】杉山院長（左）と佐藤さん

杉山接骨院、
　杉山院長からひとこと

　佐藤さんは動ける方なので、指
導をしたうえでご自身でやっても
らっています。さまざまなご病気を
持つ方もいらっしゃるので、体調や
病状などに注意し運動計画を作成
しています。運動は正確に行うこと
で効果があがります。

タオル体操の様子

い　　　つ ど　こ　で

5 月 16 日（月） 11:00 〜 12:00 近川集会所

5 月 17 日（火） 13:00 〜 15:00
海上自衛隊大湊地方総監部

（自衛隊関係者のみ）

※一般者は立ち入りできません

5 月 18 日（水）

 9:30 〜 12:00 市中央公民館

13:00 〜 15:00
市役所本庁舎開放エリア

（ＡＴＭコーナー近く）

5 月 19 日（木）
 9:30 〜 12:00

イベント広場13:00 〜 15:00

5 月 20 日（金）  9:30 〜 12:00

　県商工政策課計量検定グループでは、計量法に基

づき平成 23 年度の計量器（はかり）の定期検査を行い

ます。この検査は、鮮魚・青果・精肉や薬などの商

取引に使用するはかりを対象に実施され、多くのスー

パーや商店、薬局などが対象となります。この検査

を受けずにはかりを使ったり、不合格器物を使って

いると法律により罰せられますので、はかりをお持

ちの方は忘れずに受検してください。

　今年度検査対象となるのは、むつ地区の方々です。

　なお、前回（平成 21 年度）の定期検査を受検されて

いるなど、検査対象者と思われる方には、別途お知

らせのはがきを郵送しています。

市営住宅入居募集のお知らせ

元がよろけだし、気になっていた時に、包括支援センターの方か

ら電話がありました。教室では、運動を教えてもらい非常に助かっ

ています。

11月から参加している

　　　　　　　佐藤さんの感想

　参加のきっかけは、春先頃から足

参加して5～6年になる

　　　　　　みなさんからの感想

・近いところは杖なしでも大丈夫です

・体操の効果はあると思います

・家でも習った運動をやっています

・病気もあるけど、みんなと一緒で楽しい
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むつ市議会だより − 第207回定例会 −

　
む
つ
市
議
会
第
２
０
７
回
定
例
会
が
、
去
る
２
月
25
日
か
ら

３
月
18
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
20
議
案
（
う
ち
議
員
提
出
１
件
）・
６
報
告
・

２
請
願
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
・

報
告
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
長
選
挙
お
よ
び
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長

に
は
冨
岡
幸
夫
議
員
、
副
議
長
に
は
石
田
勝
弘
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

請

願

審

査

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
請
願
第
1
号 

「
所
得
税
法

第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」に

関
す
る
請
願
に
つ
い
て
、
審
査
の
経

過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
3
月
7
日
、
紹
介

議
員
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
願
意

は
妥
当
で
あ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
ま
ず
、
紹
介
議
員
の
横
垣
成
年

議
員
か
ら
請
願
の
趣
旨
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
所
得
税
法

第
56
条
は
、
居
住
者
と
生
計
を
一
に

す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
が
そ
の

居
住
者
の
営
む
不
動
産
所
得
、
事

業
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ

き
事
業
に
従
事
し
た
こ
と
そ
の
他
の

事
由
に
よ
り
当
該
事
業
か
ら
対
価
の

支
払
を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
対

価
に
相
当
す
る
金
額
は
、
そ
の
居
住

者
の
当
該
事
業
に
係
る
不
動
産
所
得

の
金
額
、
事
業
所
得
の
金
額
ま
た
は

山
林
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
必
要

経
費
に
算
入
し
な
い
も
の
と
す
る
と

い
う
も
の
で
、
例
え
ば
、
家
族
経
営

で
、
配
偶
者
に
給
与
を
３
０
０
万
円

払
っ
た
と
し
て
も
、
事
業
経
費
と
し

て
86
万
円
し
か
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
２
１
４
万
円
は
認
め
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
は
白
色
申
告
の
場
合
で
あ

り
、
青
色
申
告
で
は
そ
う
い
う
制
限

は
な
く
、
国
会
で
も
青
色
申
告
に
す

れ
ば
い
い
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
す

が
、
家
族
経
営
で
事
務
の
専
門
が
お

ら
ず
、
複
式
簿
記
や
収
入
支
出
を
全

部
正
確
に
記
帳
す
る
の
は
厳
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
な

し
で
も
必
要
経
費
と
し
て
認
め
て
ほ

し
い
と
い
う
趣
旨
の
意
見
書
を
国
等

へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
歴
史
的
に
見
る
と
、
戦
前
に
家
族

単
位
で
課
税
を
し
て
い
た
名
残
で
、

し
か
も
記
帳
を
き
ち
ん
と
し
な
い
と

税
金
を
ご
ま
か
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
が
、
な
か
な
か
控
除
を
認

め
な
い
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。

　
さ
ら
に
年
間
86
万
円
の
所
得
と
な

る
と
、
交
通
事
故
で
被
害
に
遭
っ
て

も
、
年
間
86
万
円
の
遺
失
利
益
し
か

請
求
で
き
な
い
。
所
得
証
明
が
と
れ

ず
保
育
所
の
入
所
に
も
問
題
が
あ
る
。

車
や
住
宅
の
ロ
ー
ン
も
組
め
ず
女
性

の
自
立
を
疎
外
す
る
状
況
を
つ
く
っ

て
い
る
男
女
差
別
の
法
律
だ
と
い
う

こ
と
で
、
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ

こ
の
部
分
を
削
除
し
て
ほ
し
い
と
の

委
託
業
者
と
し
て
安
定
し
た
経
験
と

法
人
格
を
持
つ
組
合
を
指
名
し
て
ほ

し
い
と
い
う
2
項
目
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
当
該

業
務
を
受
託
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
業
者
内
で
雇
用
の
継
続
は
可
能

な
の
か
、
ま
た
現
存
の
2
組
合
と
随

意
契
約
し
た
場
合
、
組
合
に
加
入
し

て
い
る
全
業
者
に
収
集
運
搬
業
務
が

行
き
渡
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

紹
介
議
員
か
ら
、
幅
広
い
業
種
で
経

営
し
て
い
る
場
合
は
人
員
の
異
動
も

可
能
だ
が
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
も

と
困
難
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
組
合
の
加
入
業
者
は
現
在
21

業
者
あ
り
、
26
コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ

た
収
集
運
搬
業
務
は
全
業
者
に
行
き

渡
る
こ
と
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
別
の
委
員
か
ら
、
市
町
村
合

併
前
は
、
お
の
お
の
が
各
地
域
の
業

者
と
随
意
契
約
を
し
て
い
て
、
そ
の

地
域
を
熟
知
し
た
業
者
が
経
験
を
生

か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
業
務
を
遂
行
し
て
い
た
。
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
も
期
待
し
て
、
随
意
契
約
に

し
た
い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
紹

介
議
員
か
ら
、
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、

川
内
地
区
で
は
業
者
が
変
わ
っ
た
こ

と
に
よ
り
戸
惑
っ
て
い
る
方
も
い
る
。

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
お
よ
び
除
雪

業
務
は
生
活
に
密
着
し
た
業
務
で
あ

り
、
そ
の
一
方
の
除
雪
業
務
を
随
意

契
約
し
て
い
る
の
だ
か
ら
当
該
業
務

も
可
能
だ
と
思
う
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
競
争
入

札
で
契
約
す
る
こ
と
は
、
低
い
委
託

料
で
契
約
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

税
金
の
使
途
と
い
う
観
点
か
ら
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
紹
介
議
員
か

ら
、
競
争
入
札
に
よ
り
委
託
料
を
下

げ
過
ぎ
る
こ
と
は
業
務
遂
行
上
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
理
事
者
側
に
対
し
て
委
員

か
ら
、
当
該
請
願
に
対
す
る
市
の
意

見
を
求
め
る
発
言
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
請
願
内
容
の
1
項
目
め
に

つ
い
て
は
、
法
令
遵
守
が
基
本
で
あ
り

廃
棄
物
処
理
法
及
び
市
委
託
基
準
要

綱
に
の
っ
と
っ
て
競
争
入
札
で
契
約
し

て
い
る
。
委
託
料
に
つ
い
て
も
業
務
を

遂
行
す
る
に
足
り
る
額
を
設
定
し
て

い
る
の
で
十
分
な
運
営
は
可
能
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
複
数
年
契

約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
間
の
社
会
情
勢

お
よ
び
燃
料
の
価
格
変
動
等
に
対
応

で
き
な
く
な
る
事
態
が
考
え
ら
れ
る

の
で
、
業
者
に
と
っ
て
不
安
定
な
契
約

と
な
る
懸
念
が
あ
る
。
請
願
内
容
の

2
項
目
め
に
つ
い
て
は
、
車
両
の
種
類

お
よ
び
人
員
配
置
の
規
定
以
外
に
2

年
以
上
の
業
務
経
験
を
持
つ
業
者
で
、

確
実
、
健
全
な
財
政
基
礎
を
有
す
る

者
を
選
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
誠
意

を
持
っ
た
確
実
な
業
務
遂
行
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
て
市
民
か

ら
の
苦
情
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、

非
組
合
員
を
除
外
す
る
こ
と
は
市
委

託
基
準
要
綱
に
反
す
る
し
、
公
正
、

公
平
な
入
札
参
加
機
会
の
確
保
が
損

な
わ
れ
る
も
の
と
考
え
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
別
の
委
員
か
ら
、
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
務
の
委
託
を
開
始
以
来
、

複
数
年
に
渡
る
業
務
委
託
を
し
た
こ

と
は
あ
る
か
、
ま
た
、
競
争
入
札
で

契
約
す
る
こ
と
に
よ
り
市
外
の
業
者

が
参
入
し
て
く
る
懸
念
は
な
い
か
と

の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
理
事

者
側
か
ら
、
旧
む
つ
市
で
は
、
平
成

5
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
随
意
契
約
、

ま
た
、
平
成
14
年
度
か
ら
31
か
月
間

の
複
数
年
の
業
務
委
託
を
し
た
経
緯

が
あ
る
が
、
平
成
17
年
7
月
以
後
は

指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
委
託
基
準
要
綱
の
中
で
市

の
許
可
を
持
つ
業
者
と
規
定
し
て
い

る
の
で
市
内
の
業
者
だ
け
を
指
名
し

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
委
員
間
の
協
議
に
お
い
て
、

複
数
の
委
員
か
ら
、
過
去
に
随
意
契

約
等
を
実
施
し
た
経
緯
が
あ
る
の
な

ら
、
1
項
目
め
の
内
容
は
検
討
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議 会 だ よ り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
一
人
か
ら
賛
成

で
あ
る
旨
の
意
見
が
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
願
意
は
妥
当
で
あ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
請
願
第
2
号
　
む
つ
市
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
委
託
に
関

す
る
請
願
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過

と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
3
月
8
日
に
紹
介

議
員
お
よ
び
関
係
部
長
等
の
出
席
を

求
め
審
査
し
、
16
日
に
委
員
間
で
継

続
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

請
願
第
2
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
起

立
採
決
を
行
い
起
立
少
数
で
願
意
に

沿
い
が
た
く
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
紹
介
議
員
の
半
田
義
秋

議
員
か
ら
請
願
の
趣
旨
に
つ
い
て
、

当
該
業
務
が
単
年
度
契
約
だ
と
、
会

社
と
し
て
設
備
投
資
等
の
計
画
も
ま

ま
な
ら
ず
雇
用
の
安
定
等
が
図
れ
な

い
の
で
、
安
定
経
営
の
た
め
複
数
年

の
随
意
契
約
に
し
て
ほ
し
い
。
次
に
、
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告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
2
件
、
報
告
1
件
に

つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報

告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
3
月
7
日
、
教
育

長
な
ら
び
に
関
係
部
長
等
の
出
席
を

求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
お
よ
び
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
1
号
　
む
つ
市

長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

理
事
者
側
か
ら
、
市
長
、
副
市
長
、

公
営
企
業
管
理
者
お
よ
び
教
育
長
の

給
料
月
額
を
減
額
す
る
た
め
の
も
の

で
、
減
額
措
置
の
期
限
を
平
成
24
年

3
月
31
日
に
改
め
る
た
め
の
も
の
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
今
回

の
減
額
が
来
年
度
末
で
廃
止
と
な
っ

た
場
合
に
、
職
員
の
管
理
職
手
当
の

削
減
も
連
動
し
て
な
く
な
る
の
か
と
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の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

管
理
職
手
当
の
削
減
は
、
現
在
縮
減

を
図
っ
て
い
る
。特
別
職
に
つ
い
て
は
、

健
全
化
が
客
観
的
に
確
認
で
き
る
ま

で
は
削
減
を
続
行
し
て
い
く
。
し
た

が
っ
て
、
必
ず
し
も
同
一
歩
調
に
は
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
3
号
　
む
つ
市
立

学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

川
内
中
学
校
に
併
設
に
よ
り
建
設
し

て
い
た
第
一
川
内
小
学
校
の
校
舎
が

完
成
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
校
の
位
置
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、

第
二
川
内
小
学
校
の
第
一
川
内
小
学

校
へ
の
統
合
に
伴
い
、
第
二
川
内
小

学
校
を
廃
止
し
、
併
せ
て
第
一
川
内

小
学
校
の
名
称
を
川
内
小
学
校
に
変

更
す
る
た
め
の
も
の
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
統
合

に
伴
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
送
迎
す
る

の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
現
在
も
運
行
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
に
便
乗
す
る
こ
と
に
な
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
2
号
　
専
決
処
分

し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
陸
奥
湾
の
高
水
温
に
起
因
す
る

ホ
タ
テ
ガ
イ
大
量
へ
い
死
に
よ
る
被

害
等
を
受
け
た
納
税
者
に
対
し
、
市

民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
に
係

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
議
案
第
10
号
　
平
成
22
年
度
む

つ
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
決

算
見
込
み
に
よ
り
１
千
６
０
０
万

円
を
減
額
す
る
も
の
で
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、

14
億
５
千
７
６
０
万
円
と
な
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
下
水

道
事
業
等
受
益
者
分
担
金
お
よ
び
下

水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
滞
納
繰

越
分
の
予
算
額
算
出
方
法
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
地

域
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
が
、
予
定

し
て
い
る
滞
納
繰
越
額
に
約
20
％
の

収
入
率
を
乗
じ
た
額
を
予
算
額
と
し

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
4
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
3
月
7
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
2
号
　
む
つ
市

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
平
成
20
年
10
月
1
日
か

ら
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
、

特
例
で
無
料
交
付
す
る
こ
と
と
し
て

い
た
が
、
当
該
カ
ー
ド
は
、
高
齢
者

の
本
人
確
認
書
類
と
し
て
有
用
な
こ

と
か
ら
満
65
歳
以
上
の
者
に
限
り
、

引
き
続
き
特
例
と
し
て
平
成
25
年
3

月
31
日
ま
で
の
間
、
無
料
交
付
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
当
該
カ
ー

ド
の
普
及
率
お
よ
び
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
平
成
15
年
度
に
開
始
さ
れ
て
か

ら
平
成
23
年
1
月
ま
で
の
交
付
件
数

２
千
６
７
２
件
の
う
ち
無
料
交
付
期

間
の
1
年
半
で
１
千
９
６
１
件
交
付

し
て
い
る
。
当
市
の
普
及
率
に
つ
い

て
は
、
県
平
均
の
約
２
・
９
％
を
上
回

る
3
・
６
６
％
で
あ
る
が
ま
だ
ま
だ

低
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、

国
の
政
策
で
実
施
し
て
い
る
た
め
費

用
は
か
か
ら
な
い
が
、
カ
ー
ド
本
体

の
単
価
２
千
円
が
市
の
負
担
と
な
る

も
の
の
、
こ
の
負
担
に
も
交
付
税
が

適
用
さ
れ
て
お
り
1
枚
に
つ
き
差
額

の
５
０
０
円
が
市
の
持
ち
出
し
と
な

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
答
弁
に
対
し
、
複
数
の
委
員

か
ら
、
普
及
促
進
の
方
法
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
当

該
カ
ー
ド
の
市
独
自
の
活
用
項
目
は
、

公
共
施
設
の
照
会
、
図
書
館
の
図
書

貸
し
出
し
、
各
種
申
請
書
の
自
動
作

成
の
3
項
目
と
少
な
い
が
、
今
後
シ

ス
テ
ム
の
充
実
に
伴
い
、
利
用
価
値

が
高
ま
る
こ
と
か
ら
満
65
歳
以
上
の

者
に
限
り
、
無
料
期
間
を
2
年
延
長

す
る
も
の
で
あ
り
多
方
面
か
ら
周
知

徹
底
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
4
号
　
む
つ
市
乳

幼
児
医
療
費
給
付
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側

か
ら
、
0
歳
か
ら
6
歳
児
の
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
の
給
付
方
法

を
償
還
払
い
か
ら
現
物
給
付
方
式
に

移
行
し
、
医
療
費
受
給
資
格
の
あ
る

4
歳
か
ら
6
歳
児
の
通
院
お
よ
び
入

院
等
に
よ
り
生
じ
る
自
己
負
担
を
廃

止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
の
手

続
の
簡
素
化
及
び
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
当
該
事

業
は
全
て
の
医
療
機
関
に
適
用
す
る

の
か
、
ま
た
県
内
で
現
物
給
付
方
式

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
数
は
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
市

内
で
は
歯
科
医
院
を
含
む
全
て
の
医

療
機
関
お
よ
び
薬
局
等
で
適
用
し
、

県
内
で
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
15

市
町
村
で
、
そ
の
う
ち
対
象
年
齢
等

全
て
当
市
と
同
様
に
実
施
し
て
い
る

の
は
5
市
町
村
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
8
号
　
平
成
22

年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
新
た
に
国
庫
補
助
の
対

象
と
な
っ
た
川
内
診
療
所
運
営
費
を

含
む
事
業
費
の
確
定
お
よ
び
決
算

見
込
み
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も
に

８
千
４
３
７
万
６
千
円
を
増
額
補
正

す
る
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
の
総

額
は
、
81
億
６
千
７
２
１
万
１
千
円

と
な
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
歳
出
の

第
8
款
保
健
事
業
費
第
1
項
特
定
健

康
診
査
事
業
費
の
１
千
万
円
の
減
額

理
由
は
何
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
当
該
事
業
の
受
診
率

を
当
初
30
％
で
試
算
し
て
予
算
計
上

し
た
が
、
受
診
率
が
18
％
台
の
見
込

み
の
た
め
減
額
し
た
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
歳
入
の

第
9
款
繰
入
金
に
一
般
会
計
繰
入
金

と
し
て
、
約
５
千
万
円
増
額
し
て
い

年
度
む
つ
市
一
般
会
計
予
算
か
ら
、

議
案
第
19
号
　
平
成
23
年
度
む
つ
市

水
道
事
業
会
計
予
算
ま
で
の
議
案
8

件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
3
月
8
日
、
9
日

お
よ
び
10
日
に
、
市
長
ほ
か
関
係
部

局
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

各
議
案
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
12
号
　
平
成
23
年

度
む
つ
市
一
般
会
計
予
算
、
議
案
第

15
号
　
平
成
23
年
度
む
つ
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
委

員
1
名
よ
り
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し

た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
13
号
　
平
成
23
年

度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
、
議
案
第
14
号
　
平
成
23
年
度

む
つ
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
、
議
案
第
16
号
　
平
成
23
年
度

む
つ
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
、

議
案
第
17
号
　
平
成
23
年
度
む
つ
市

公
共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算
、

議
案
第
18
号
　
平
成
23
年
度
む
つ
市

魚
市
場
事
業
特
別
会
計
予
算
、
議
案

第
19
号
　
平
成
23
年
度
む
つ
市
水
道

事
業
会
計
予
算
は
、
全
会
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

募　集　中！！
市政だよりに広告を掲載しませんか？

☆下１段（たて 5.2cm ×よこ 18.1cm）………31,500 円

☆下１段の 1/2（たて 5.2cm ×よこ 9.0cm）…15,750 円

〈詳しくは〉市秘書広聴課 (22-1111 内線 2152

市政だより有料広告

る
減
免
を
速
や
か
に
実
施
す
る
た
め
、

特
別
災
害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る

市
税
減
免
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決

処
分
し
た
も
の
で
、
減
免
の
対
象
を

規
則
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
で
、
農
業
被

害
以
外
に
も
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
幅
広

く
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

今
ま
で
の
条
例
で
は
農
業
者
の
救
済

だ
け
だ
っ
た
が
、
減
免
の
対
象
を
規

則
で
定
め
る
こ
と
で
、
速
や
か
に
幅

広
く
救
済
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
今
回
減

免
を
受
け
る
対
象
者
に
つ
い
て
の
質

疑
が
あ
り
、
湾
内
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁

業
者
１
７
１
名
の
う
ち
、
1
月
納
期

の
減
免
対
象
は
3
名
と
な
っ
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
1
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
3
月
7
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

議

案

審

議

議
　
案

▼
む
つ
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

24
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
お
け

る
市
長
、
副
市
長
、
公
営
企
業
管

理
者
お
よ
び
教
育
長
の
給
料
月
額

を
減
額
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
平
成
20
年
10
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
無

料
交
付
の
特
例
に
つ
い
て
、
65
歳

以
上
の
者
に
限
り
、
平
成
23
年
4

月
1
日
か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日

ま
で
の
間
、
特
例
を
継
続
し
て
実

施
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
、
第

二
川
内
小
学
校
を
第
一
川
内
小
学

校
に
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、
第
一

川
内
小
学
校
の
名
称
を
川
内
小
学

校
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
位
置

を
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
乳
幼
児
医
療
費
の
給
付
方
法
を

償
還
払
い
か
ら
現
物
給
付
に
改
め

給
付
手
続
を
簡
素
化
す
る
ほ
か
、

4
歳
以
上
の
就
学
前
児
童
の
医
療

る
が
、
こ
れ
で
今
年
度
は
不
足
額
が

生
じ
な
い
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
3
か
月
分
の
保
険

給
付
費
が
確
定
し
て
い
な
い
の
で
定

か
で
は
な
い
が
、
被
保
険
者
数
の
減

少
お
よ
び
所
得
の
低
下
等
な
ら
び
に

前
期
高
齢
者
交
付
金
の
精
算
に
伴
う

大
幅
な
減
額
に
よ
り
歳
入
が
減
少
し
、

さ
ら
に
は
歳
出
で
保
険
給
付
費
が
見

込
額
よ
り
大
幅
に
増
額
し
て
い
る
の

で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
9
号
　
平
成
22

年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
介
護
保
険
被
保
険
者
の
所
得

階
層
が
当
初
の
見
込
み
よ
り
低
い

階
層
に
移
行
し
た
た
め
歳
入
が
減

額
し
た
こ
と
お
よ
び
保
険
給
付
費

等
の
決
算
見
込
み
に
よ
り
歳
出
が

不
足
し
た
た
め
、
歳
入
歳
出
と
も
に

１
億
３
千
31
万
１
千
円
を
増
額
補
正

す
る
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
の
総

額
は
、
49
億
８
千
16
万
８
千
円
と
な

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委

員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
、
議
案
第
12
号
　
平
成
23
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費
自
己
負
担
を
廃
止
し
保
護
者
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦

す
る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
6
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員

に
奥
川
春
美
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め

る
た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦

す
る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
6
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員

に
永
井
信
孝
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め

る
た
め
の
も
の

▼
平
成
22
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

　（
６
億
３
千
６
０
５
万
４
千
円
の

増
額
補
正
）

▼
平
成
22
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　（
８
千
４
３
７
万
６
千
円
の
増
額

補
正
）

▼
平
成
22
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
１
億
３
千
31
万
１
千
円
の
増
額

補
正
）

▼
平
成
22
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　（
１
千
６
０
０
万
円
の
減
額
補
正
）

▼
平
成
22
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

収
益
的
収
入
…
２
千
５
６
４
万
９
千
円

収
益
的
支
出
…
△
１
千
８
８
３
万
９
千
円

資
本
的
収
入
…
△
５
千
５
２
６
万
２
千
円

資
本
的
支
出
…
△
８
千
９
２
８
万
６
千
円

▼
平
成
23
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
予

算（
歳
入
・
歳
出
３
４
６
億
円
）

▼
平
成
23
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
（
歳
入
・
歳
出

75
億
１
千
５
２
１
万
１
千
円
）

▼
平
成
23
年
度
む
つ
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
（
歳
入
・
歳

出
４
億
５
千
１
６
０
万
１
千
円
）

▼
平
成
23
年
度
む
つ
市
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
（
歳
入
・
歳
出

51
億
１
千
５
０
７
万
１
千
円
）

▼
平
成
23
年
度
む
つ
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
（
歳
入
・
歳
出

15
億
２
千
６
４
０
万
円
）

▼
平
成
23
年
度
む
つ
市
公
共
用
地
取

得
事
業
特
別
会
計
予
算
（
歳
入
・

歳
出
７
６
２
万
９
千
円
）

▼
平
成
23
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事

業
特
別
会
計
予
算
（
歳
入
・
歳
出

７
１
４
万
３
千
円
）

▼
平
成
23
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
予
算

収
益
的
収
入
…
16
億
６
千
８
８
０
万
８
千
円

収
益
的
支
出
…
…
15
億
４
千
７
６
１
万
６
千
円

資
本
的
収
入
…
７
億
２
千
５
７
８
万
６
千
円

資
本
的
支
出
…
…
14
億
１
千
４
１
８
万
６
千
円

報
　
告

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
契

約
に
つ
い
て
（
市
立
大
平
小
学
校

耐
震
補
強
お
よ
び
そ
の
他
改
修
工

事
（
建
築
工
事
）の
請
負
契
約
に
つ

い
て
、
工
事
内
容
の
変
更
に
伴
い
、

契
約
金
額
を
変
更
し
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
特
別
災
害
に
よ
る
被
害
者
に
対

す
る
市
税
減
免
の
特
別
措
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
高
水
温
に
よ
る
陸
奥
湾
ホ
タ
テ

ガ
イ
大
量
へ
い
死
な
ど
の
漁
業
被

害
に
つ
い
て
、
市
民
税
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
の
対
象
と

す
る
た
め
、
所
要
の
条
文
整
備
を

す
る
た
め
の
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
22
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
債
務
負
担
行
為
の
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
22
年
度
む
つ
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
２
億
２
千
13
万
９
千
円

の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
契

約
に
つ
い
て
（
む
つ
市
ブ
ロ
ー
ド
バ

 

・
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

◎
菊
　
池
　
憲
太
郎

▼
社
会
資
本
整
備
政
策
に
つ
い
て

 

・
交
通
基
盤
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

 

・
農
林
漁
業
基
盤
施
設
の
整
備
に
つ

い
て

▼
地
域
産
業
と
し
て
の
観
光
政
策
に

つ
い
て

 

・
歴
史
的
観
光
資
源
の
再
評
価
と
情

報
発
信
に
つ
い
て

 

・
観
光
窓
口
一
元
化
機
能
を
持
つ
組

織
化
に
つ
い
て

 

・
首
都
圏
に
お
け
る
観
光
物
産
情
報

発
信
拠
点
施
設
（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
）に
つ
い
て

▼
農
林
水
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

 

・
地
域
の
宝
で
あ
る
農
林
水
産
業
の

振
興
活
性
化
に
つ
い
て

 

・
6
次
産
業
化
に
つ
い
て

▼
人
と
地
域
を
醸
成
す
る
教
育
政
策

に
つ
い
て

 

・
農
林
水
産
分
野
の
専
門
教
育
機
関

の
設
置
に
つ
い
て

 

・
先
端
技
術
研
究
に
よ
る
産
業
化
教

育
に
つ
い
て

◎
新
　
谷
　
泰
　
造

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
市
長
の
議
会
に
お
け
る
答
弁
に
つ

い
て

 

・
指
名
競
争
入
札
と
落
札
率
に
つ
い
て

 

・
む
つ
総
合
病
院
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建

設
の
進
捗
状
況
と
む
つ
市
の
負
担

金
の
見
込
み
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
む

つ
市
の
補
助
金
の
内
容
と
決
定
の

経
緯
に
つ
い
て

▼
財
政
再
建
に
つ
い
て

 

・
む
つ
総
合
病
院
の
33
億
円
の
未
収

金
と
む
つ
市
の
負
担
金
に
つ
い
て

 

・
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
の
大
畑
診
療

所
、
川
内
診
療
所
、
脇
野
沢
診
療

所
等
の
総
額
約
45
億
円
の
不
良
債

務
と
む
つ
市
の
負
担
金
に
つ
い
て

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

 

・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の
指
定
管
理

に
つ
い
て

 

・
陸
上
競
技
場
等
の
む
つ
地
区
体
育

施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

◎
工
　
藤
　
孝
　
夫

▼
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

 

・
介
護
保
険
施
設
の
基
盤
整
備
に
つ

い
て

 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

解
消
と
増
設
に
つ
い
て

 

・
多
床
室
増
設
と
低
所
得
者
の
助
成

制
度
に
つ
い
て

▼
Ｊ
Ｒ
大
湊
線
に
つ
い
て

 

・
大
湊
駅
か
ら
西
通
り
方
面
へ
の
交

通
の
利
便
を
図
る
こ
と
の
方
策
に

つ
い
て

 

・
列
車
到
着
遅
れ
の
Ｊ
Ｒ
バ
ス
と
の

接
続
対
応
策
に
つ
い
て

 

・
大
湊
駅
の
駐
車
場
拡
張
に
つ
い
て

▼
環
境
整
備
に
つ
い
て

 

・
融
雪
溝
の
設
置
に
つ
い
て

 

・
川
内
町
仲
崎
地
域
の
融
雪
溝
設
置

に
つ
い
て

▼
交
通
対
策
に
つ
い
て

 

・
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

◎
石
　
田
　
勝
　
弘

▼
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
対
策
に
つ

い
て

 

・
む
つ
市
内
の
小
・
中
学
校
の
実
施

状
況
に
つ
い
て

 

・
い
じ
め
問
題
に
関
す
る
各
校
の
研

修
に
つ
い
て

▼
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
に
つ

い
て

 

・
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
使

途
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か

▼
市
民
生
活
の
安
定
に
つ
い
て

 

・
市
内
各
地
域
の
市
民
生
活
環
境
の

所
見
は

 

・
危
機
管
理
と
住
民
対
策
に
つ
い
て

 

・
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
世
帯
や
障
害

者
へ
の
生
活
支
援
に
つ
い
て

◎
横
　
垣
　
成
　
年

▼
地
域
振
興
に
つ
い
て

 

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ

い
て

▼
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

 

・
同
制
度
の
広
域
化
に
つ
い
て

▼
釜
臥
山
Ｆ
Ｐ
Ｓ

－

５
レ
ー
ダ
ー
に
つ

い
て

 

・
同
レ
ー
ダ
ー
の
住
民
説
明
等
に
つ

い
て

▼
市
職
員
に
つ
い
て

 

・
職
員
の
役
職
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

▼
道
路
に
つ
い
て

 

・
十
二
林
バ
イ
パ
ス
変
形
交
差
点
の

解
消
に
つ
い
て

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関する各種情報

を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議録も順次

掲載しており、一般質問における質疑応答についても詳しく掲載され

ています。ぜひ一度ご閲覧ください。

    むつ市ホームページ
　   　    http://www.city.mutsu.lg.jp/  からご覧ください

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

ン
ド
基
盤
整
備
工
事
の
請
負
契
約

に
つ
い
て
、
工
事
内
容
の
変
更
に
伴

い
、
契
約
金
額
を
変
更
し
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
契

約
に
つ
い
て
（
市
立
第
一
川
内
小
学

校
建
設
工
事
（
建
築
工
事
）の
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
工
事
内
容
の
変

更
に
伴
い
、
契
約
金
額
を
変
更
し

た
も
の
）

議
員
提
出
議
案

▼
む
つ
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

請
　
願

▼
「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
」に
関
す
る
請
願

▼
む
つ
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

務
委
託
に
関
す
る
請
願

一

般

質

問

　
一
般
質
問
は
3
月
11
日
、
16
日

の
2
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
鎌
　
田
　
ち
よ
子

▼
予
防
医
療
に
つ
い
て

 

・
検
診
率
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

 

・
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

 
・
新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

 

・
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

防災行政用無線情報テレフォンガイド
放送内容を確認できます(  

(  

各地区放送内容の確認はこちらへどうぞ（自動音声）

むつ地区 (22-7400 川内地区 (42-3741
大畑地区 (34-3000 脇野沢地区 (44-3741

〈詳しくは〉

市秘書広聴課( 22-1111内線 2152

市ホームページ: http://www.city.mutsu.lg.jp/

【防災・かまふせメール登録】

パソコン用: http://anshin.city.mutsu.lg.jp

携帯電話用　  http://anshin.city.mutsu.lg.jp/mutsuMob

・テレフォンガイドの内容は、平日の午前 8時 30 分

〜午後 5時 15 分の間に更新しています。

・防災情報は、市ホームページおよび防災・かまふせ

メールでもお知らせしていますので、あわせてご活

用ください。
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Ａｍｙと気軽に何でもトーキング  〜時間はいずれも午前10時から11時 30分まで〜

Let 's 国 際 交 流  〜国際交流員 エイミー・ミラーからのお知らせ〜

〈問合せ・申込先〉
市企画調整課国際交流担当

( 22-1111 内線 2315

※お好きな時間だけで構いません。複数のお客様が

いらっしゃったときは、みんなで一緒に会話をする

形式になりますのでご了承ください。

　『英会話教室って、何か難しそうだなぁ〜』なんて

思っている方、気軽に外国人とおしゃべりしてみま

せんか？

　申し込みは不要です。会場にいる私（市国際交流員

のエイミー・ミラー〈Amy Miller〉）に日本語でも英語

でも構いませんので、ぜひ声を掛けてみてください。

〈いつ・どこで〉

  5 月 11 日（水）・中央公民館

  5 月 17 日（火）・市立図書館

  5 月 25 日（水）・市役所本庁舎（市民ホール）

  5 月 31 日（火）・中央公民館

姉妹都市PA市訪問事業中止のお知らせ

〈問合せ先〉
市企画調整課国際交流担当

( 22-1111 内線 2315

『むつ市行政改革実施計画』シリーズ③ 

目指せ ! 市民協働・参画
　市民協働・参画って何？③

　「むつ市をもっと住みやすいまちにしたい」市民のみなさまのそんな思いや行動を反映しな

がらまちづくりを行うことが「市民参画」です。

　まちづくりを行うには、計画・実行・評価とさまざまな過程があります。この計画の段階

から、市民のみなさまのご意見やアイデアを得る機会を増やし、それを政策に活かす「市民参

画」の推進に取り組みます。また、市民のみなさまの積極的なご提言を得るための前提となる、

行政情報の提供を充実させる取り組みについてもあわせて推進します。

　具体的な取り組みの内容については、今後、市政だよりでご紹介します。

お互いのコミュニケーションが
大切じゃ！

〈詳しくは〉
市総務課行革推進担当( 22-1111 内線 2121

市民参画

はじまっています！市民協働・参画

City Information（２０１１年・第７４２号）

ワンポイント・アメリカン・カルチャー

タトゥーカルチャー

　「アメリカ人はタトゥー（入れ墨）がある人が多いですね。なぜですか？」と最近、聞かれました。

　確かに一般のアメリカ人でタトゥーがある確率は日本人よりずっと高いです。大半の理由は「他

の人と違っていたいから」です。アメリカは個性をとても大事にする国です。また、ピアスと同じ

ように 1 つのファッションだからという人もいます。

　3 月 25 日発行の市政だよりにおいて、姉妹都市ポート・エンジェルス市の中・高生訪問団が 6 月 23 日から 27

日にかけて来市することに伴い、むつ市滞在中のホストファミリー募集の記事を掲載しましたが、「東日本大震災」

の影響により訪問事業が中止となりました。

　今後、再び当市を訪れる予定となりましたら、再度募集を行いますのでご協力をお願いします。

City Information （２０１１年・第７４２号）

市民と行政の距離を
近づけるには？

　石造りアーチ式ダムで知られる水源池公園は市民の憩いのスポットとして親

しまれています。また、周辺には海上自衛隊大湊地方隊の資料館「北洋館」や「市

文化財収蔵庫」「旧大湊高校女子寮」など、趣のある石造り建築物があります。

平成 21 年 12 月には、旧大湊水源地水道施設が国の重要文化財として指定を受

けました。

　現在、市では、水源池公園周辺の地域を市民や観光客に親しまれる憩いの観

光ゾーンとして整備するため「北の防人大湊づくり整備構想」を策定中です。

　構想の策定に当たっては、市民のみなさまのご意見を反映したものとするた

め、周辺住民をはじめ市民のみなさまに参加していただき、ワークショップを開

催しました。ワークショップの参加者は、実際に水源池公園周辺を散策するなど

しながら、意見を出し合い構想案を練り上げました。

市民と一緒に考える　北の防人大湊づくり整備構想

※ワークショップとは？

　所定の課題について、参加者が体験・学習しな

がら議論を重ね、共同で案を考えること。まちづ

くりにおける「市民参画」の手法の一つ。

【写真右上】

　平成 22 年 9 月 1 日、20 名が参加した第３回

ワークショップの様子。ワークショップの内容は、

市ホームページで紹介しています。今後もワーク

ショップの開催が予定されており、また、どなた

でも参加できます。あなたも参加してみませんか？

　「むつ市をもっと住みやすいまちにしたい」みんなが持っているその思いも、具体的に見ると、どんなまちが

「住みやすいまち」なのかはそれぞれ異なっていることと思います。したがって、全ての人のニーズに応えるこ

とは不可能かもしれません。しかし、まちづくりは市民のみなさまのために行われるものですから、行政の視

点だけではなく、市民のみなさまの視点も取り入れることで、よりみなさまの満足度の高い政策が実現できる

ものと考えます。

市民参画によるメリットとは？
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図書館からのお知らせ
詳しくは市立図書館へ
(28-3500　     28-3400

巡回場所② 巡回時間 巡回日

奥 内 小 学 校 12:55 ～ 13:40 5/11

5/25

6/ 8

6/22

7/ 6

7/20

8/ 3

8/17

8/31

9/14

9/28

10/12

10/26

11/ 9

11/25

水
曜
日
運
行

近 川 保 育 園 13:55 ～ 14:15

近 川 集 会 所 14:20 ～14:50

並 木 保 育 園 15:05 ～ 15:25

正 津 川 小 学 校 12:55 ～ 13:10
  5/12

5/26

6/ 9

6/23

7/ 7

  7/21

8/ 4

8/18

9/ 1

9/15

 9/29

10/13

10/27

11/10

11/24

木
曜
日
運
行

関 根 小 学 校 13:25 ～ 13:40

大 畑 公 民 館 14:00 ～ 14:40

正 津 川 小 学 校 14:55 ～ 15:25

二 枚 橋 小 学 校 15:50 ～ 16:10

大 畑 小 学 校 13:00 ～ 13:40 5/18

6/ 1

6/15

6/29

7/13

7/27

8/10

8/24

9/ 7

9/21

10/ 5

10/19

11/ 2

11/16

11/30

水
曜
日
運
行

海 の 子 保 育 園 13:55 ～ 14:15

大 畑 小 学 校 14:40 ～ 15:50

第三田名部小学校 13:00 ～ 13:40
5/19

6/ 2

6/16

6/30

7/14

7/28

8/11

8/25

9/ 8

9/22

10/ 6

10/20

11/11

11/17

12/ 1

木
曜
日
運
行中 央 公 民 館 14:10 ～ 15:00

巡回場所① 巡回時間 巡回日

脇 野 沢 小 学 校 12:45 ～13:30
5/10

5/24

6/ 7

6/21

7/ 5

7/19

8/ 2

8/16

8/30

9/13

9/27

10/11

10/25

11/ 8

11/22

火
曜
日
運
行脇野沢地域交流センター 13:45 ～14:45

川 内 小 学 校 12:40 ～ 13:30 5/17

5/31

6/14

6/28

7/12

7/26

8/ 9

8/23

9/  6

9/20

10/ 4  

10/18

11/  1

11/15

11/29

火
曜
日
運
行

川 内 庁 舎 13:40 ～ 14:10

川 内 公 民 館 14:20 ～ 15:10

城 ヶ 沢 小 学 校 12:35 ～ 13:20
5/20

6/ 3

6/17

7/ 1

7/15

7/29

8/12

8/26

9/ 9

9/30

10/ 7

10/21

11/ 4

11/18

12/ 2

金
曜
日
運
行新城ヶ沢集会所 13:30 ～ 14:00

　移動図書館車『ほほえみ号』は、図書館から離れ

ている地域（学校等）に対する図書館サービスとし

て運行しています。お気軽にご利用ください。な

お、一部巡回できない地区の方は、最寄りの巡回

場所か、図書館本館、川内、大畑、脇野沢の各分

館をご利用ください。

　・・ 今月の新着案内 ・・  ※掲載しきれなかった新着図書は『図書館新着だより』（毎月発行・館内にて配布）をご覧ください

【  教 養 ・ 実 用  】

【  文 学 ・ 小 説  】

事件で学ぶ著作権

きびしい時代を生きぬく力

ジーノの家

小さな会社の総務12カ月カレンダー

サラリーマン誕生物語

消費者手帳　知っておきたい契約の基礎知識

親が 70 歳を過ぎたら読む本

手あそび大作戦！

悲しみの中にいる、あなたへの処方箋

えひめＡＩの作り方・使い方

下痢、ストレスは腸にくる

顎関節症とかみ合わせの悩みが解決する本

エコな暮らしができる家づくり

ホットケーキミックスで作るケークサレとおかずパン

中学・高校生のお弁当

とことん答える 800 問！園芸なんでもＱ＆Ａ

ベランダで花づくり

フロントガーデン

徹子ザ・ベスト

超思考

やわらかなレタス

子子家庭の身代金

うからはらから

ハニーズと八つの秘めごと

ダークゾーン

いとま申して

ポリティコン　上・下

警視庁ＦＣ

無花果の実のなるころに

豊　田　きいち

香　 山　 リ　 カ

内　 田　 洋　 子

藤　 永　 伸　 一

原 　 克

佐　藤　 辰　弥

村　田　 裕　 之

ケ ロ ポ ン ズ

垣　添　忠　生

農山漁村文化協会

石　 蔵　文　 信

木　 野　 孔　司

オレンジページ

大　 庭　 英　 子

上　田　 淳　 子

Ｎ Ｈ Ｋ 出 版

主 婦 の 友 社

宇田川　佳　子

黒　 柳　 徹　子

北　 野　　　 武

江　国　 香　 織

赤　 川　 次　 郎

阿　川　佐和子

井　 上　 荒　 野

貴　志　 祐　 介

北　 村　　　 薫

桐　 野　 夏　 生

今　 野　　　 敏

西　 条　 奈　 加

冥府小町

華麗なる欺き

そういうものだろ、仕事っていうのは

蛇と月と蛙

ぼくから遠く離れて

本日は大安なり

花桃実桃

くるすの残光

淡雪記

恋しぐれ

麒麟の翼

カササギたちの四季

ばんば憑き

天女湯おれん　春色恋ぐるい

ミバイチ　上・下

ほんなんてだいきらい！

じてんしゃがくるよ

はるがきた

ぐりぐりくん

おとうさんおかえり

はるねこ

まちのいぬといなかのかえる

冷凍食品のひみつ

竜の座卓

シップ船長とチャンピオンくん

Ｑ　わたしの思考探究　1

よくわかる身のまわりの現象・物質の不思議

どこからも彼方にある国

うそり　47（2011）

沢　田　ふじ子

新　堂　 冬　 樹

重　 松　　　 清

田　口　ランディ

辻　　　 仁　 成

辻　 村　 深　 月

中　 島　 京　 子

仁　木　英　之

馳　　　 星　 周

葉　 室　　　 麟

東　 野　圭　吾

道　尾　秀　介

宮　部　みゆき

諸　田　 玲　 子

ら り さ

バーバラ・ボットナー

楠　　　 章　 子

ジーン・ジオン

五　味　 太　 郎

マーガレット・ワイズ・ブラウン

か ん の ゆ う こ

モー・ウィレムズ

お ぎ の ひ と し

朝比奈　蓉　子

か ど の え い こ

ＮＨＫ「Ｑ」制作班

国 立 天 文 台

アーシュラ・Ｋ．ル＝グィン

下北の歴史と文化を語る会

【  児童・ティーンズ 】

【  郷 土 資 料  】

5月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 & & & &
　　　　　　は休館日です

〜 むつ市立図書館からのお知らせ 〜

移
　 ブ  ッ  ク   モ   ビ   ル 　

動図書館車の運行について

・ ①の巡回場所は 12/16、②の巡回場所は 12/15 に返

却のみの運行があります

・ 　　　　　は祝日等のため曜日が変更となります。

ご注意ください

City Information （２０１１年・第７４２号）
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むつ市
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むつ市役所

0175-22-1111

+  info@city.mutsu.lg.jp

むつ市情報ポケット

 

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

青
森
地
方
法
務
局
む
つ
支
局
に
お

い
て
取
り
扱
う
会
社
・
法
人
登
記
事

務
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
8
月
22

日
か
ら
青
森
地
方
法
務
局
登
記
部
門

で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
不
動
産（
土
地
・
建
物
な
ど
）

登
記
事
務
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
地
方
法
務
局
む
つ
支
局

(
23
ー
3
2
0
2

 

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び

　
　

  

消
防
設
備
士
試
験
開
催

【
前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

7
月
9
日（
土
）・
む
つ
市

〈
願
書
受
付
期
間
〉

○
電
子
申
請

：

5
月
22
日
～
5
月
31
日

○
書
面
申
請

：

5
月
25
日
～
6
月
3
日

【
後
期
第
1
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

11
月
27
日（
日
）・
む
つ
市

〈
願
書
受
付
期
間
〉

○
電
子
申
請

：

9
月
17
日
～
9
月
27
日

○
書
面
申
請

：

9
月
20
日
～
9
月
30
日

【
前
期
消
防
設
備
士
試
験
】

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

8
月
20
日（
土
）・
八
戸
市

8
月
21
日（
日
）・
青
森
市

〈
願
書
受
付
期
間
〉

○
電
子
申
請

：

7
月
8
日
～
7
月
18
日

○
書
面
申
請

：

7
月
11
日
～
7
月
21
日

【
後
期
消
防
設
備
士
試
験
】

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

平
成
24
年
1
月
28
日（
土
）・
八
戸
市

平
成
24
年
1
月
29
日（
日
）・
青
森
市

〈
願
書
受
付
期
間
〉

○
電
子
申
請

：

12
月
4
日
～
12
月
13
日

○
書
面
申
請

：

12
月
7
日
～
12
月
16
日

〈
種
別
〉

・
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

・
消
防
設
備
士
試
験

　
甲
種
、
乙
種

※
そ
の
他
の
試
験
日
程
等
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
〒
0
3
5
ー
0
8
6
1

青
森
市
長
島
2
ー
1
ー
5

み
ど
り
や
ビ
ル
4
階

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
青
森
県
支
部

(
０
１
７

－

７
２
２

－

１
９
０
２

　
第
3
・
4
水
曜
日

午
前
8
時
～
8
時
30
分

○
平
成
24
年
1
月
～
3
月

　
第
3
・
4
水
曜
日
の
み

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
総
合
病
院 

糖
尿
病
外
来
待
合

〈
対
象
〉

糖
尿
病
の
方
・
ご
家
族
・
糖
尿
病

に
つ
い
て
知
り
た
い
方

〈
ど
ん
な
〉

・
糖
尿
病
と
健
康
食
品

・「
フ
ッ
ト
ケ
ア
」あ
な
た
の
足
は
大
丈
夫
？

・
尿
検
査
で
わ
か
る
こ
と

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め

・
食
事
療
法
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

・
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

・
風
邪
の
季
節
の
注
意
点 

な
ど

※
毎
月
第
3
・
4
水
曜
日
は
、
弘
前
大
学

医
学
部
附
属
病
院
糖
尿
病
専
門
医
に

よ
る「
糖
尿
病
教
室
」を
開
催
し
ま
す

〈
詳
し
く
は
〉

　
む
つ
総
合
病
院 

医
療
連
携
室

(
22
ー
2
1
1
1
内
線
3
3
5
2

 

動
物
ふ
れ
あ
い
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　
　

 
2
0
1
1
の
開
催

　

動
物
と
触
れ
あ
え
る
イ
ベ
ン
ト
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉5
月
3
日（
火
）～
5
月
5
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

〈
ど
こ
で
〉

青
森
市
大
字
宮
田
字
玉
水
1
1
9
ー
1

 

む
つ
市
消
防
団
定
期
観
閲
式

　
　
　
　

  

挙
行
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
行
事
は
、
む
つ
市
消
防
団
員

の
士
気
を
高
め
る
こ
と
と
、
市
民
の

み
な
さ
ま
に
消
防
団
活
動
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

〈
い
つ
〉5
月
8
日（
日
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

〈
参
加
者
〉

む
つ
市
消
防
団
（
む
つ
消
防
団
・
川

内
消
防
団
・
大
畑
消
防
団
・
脇
野

沢
消
防
団
）

〈
ど
ん
な
〉

・
市
長
観
閲
・
分
列
行
進
・
一
斉
放
水

・
ポ
ン
プ
車
操
法
・
表
彰
式

・
消
防
演
技
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
ま

と
い
振
り
演
技
、は
し
ご
乗
り
演
技
）

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
並
木
保
育
園

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
大
湊
カ
ト

リ
ッ
ク
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
園
児
に
よ
る
遊
戯
） 

な
ど

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
消
防
署
　
(
22
ー
1
6
8
0

 

ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
コ
ー
ラ
ス

　

  

第
42
回
定
期
演
奏
会
開
催

　

な
つ
か
し
の
映
画
音
楽
や
男
声
合

唱
や
宮
崎
駿
監
督
の
ア
ニ
メ
映
画
音

楽
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。
ま
た
、
む

つ
市
出
身
の
声
楽
家 

立
原
ち
え
子  

氏 

（
東
京
音
楽
大
学
准
教
授
）
の
歌
声

も
お
聴
き
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉5
月
14
日（
土
）午
後
6
時
開
演

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
演
奏
予
定
〉

・
な
つ
か
し
の
映
画
音
楽
集「
募
情
」 

他

・
む
つ
男
声
合
唱
団「
響
」賛
助
出
演

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」 

他

・
特
別
ゲ
ス
ト
「
立
原
ち
え
子
氏
の
ス

テ
ー
ジ
」童
謡「
青
い
目
の
人
形
」 

他

・
宮
崎
駿
ア
ニ
メ
映
画
音
楽
集
よ
り

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」 

他

〈
入
場
料
〉無
料

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
混
声
合
唱
団
ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
コ
ー
ラ
ス

事
務
局 

高
島

(
22
ー
7
6
3
1

 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
地
支
援

　

第
４
回
む
つ
商
工
会
議
所

　
　
　
　

  

会
頭
杯
争
奪
開
催

【
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
】

〈
ど
こ
で
〉

下
北
ス
リ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ

〈
募
集
人
数
〉
1
0
0
名（
25
組
）

〈
ス
タ
ー
ト
〉午
前
8
時
　

※
ス
タ
ー
ト
30
分
前
に
集
合
、
ア
ウ
ト
、

イ
ン
同
時
ス
タ
ー
ト

〈
プ
レ
ー
代
〉7
、
8
0
0
円

※
昼
食
・
1
ド
リ
ン
ク
含
む
、
代
金
は

各
自
で
精
算

〈
参
加
料
〉2
、
0
0
0
円

〈
競
技
方
法
〉

　
Ｗ
ペ
リ
ア（
36
Ｈ
Ｄ
カ
ッ
ト
）

お
知
ら
せ

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

〈
ど
ん
な
〉

・
動
物
パ
レ
ー
ド

・
犬
の
し
つ
け
方

教
室
（
子
犬
ク

ラ
ス
・
成
犬
ク
ラ
ス
）

・
警
察
犬
・
盲
導
犬
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

・
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
犬
の
散
歩
、
羊

の
毛
刈
り
、
乗
馬 

な
ど
）

・
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
（
犬
、

猫
、
馬
、
羊
、
ウ
サ
ギ 

な
ど
）

〈
詳
し
く
は
〉

　
青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

(
０
１
７

－

７
２
６

－

６
１
０
０

＜＜＜ = 燃料価格ニュース = ＞＞＞

4 月 1 日現在・むつ地区平均価格（税込）

今月平均 価格の幅 前月平均

《灯　　油》☆ 1 ℓローリー価格 93 円 89 〜 95 86 円

☆ 18 ℓ配達価格 1,705 円 1,602 〜 1,782 1,577 円

《ＬＰガス》☆ＬＰガス５ｍ3 5,333 円 5,040 〜 5,512 5,298 円

☆ＬＰガス 10 ｍ3 8,746 円 8,189 〜 9,132 8,662 円

《ガソリン》☆レギュラー 1 ℓ現金 150 円 148 〜 152 142 円

☆軽油 1 ℓ現金 130 円 126 〜 133 123 円

※むつ市消費者の会モニター調べ　

春 夏 秋 冬
短　歌

歯
っ
欠
け
の
満
面
の
笑
み
で
Ｖ
サ
イ
ン
入
学
の
孫
メ
ー
ル
に
届
く森　

山　

孝　

子

萌
え
い
で
し
庭
の
若
草
今
朝
さ
ら
に
小
鳥
隠
れ
る
ほ
ど
も
伸
び
た
り

矢　

越　

朝　

子

雪
山
が
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
半
分
に
ほ
っ
と
一
息
立
春
の
風

淺　

利　

文　

子

わ
が
た
め
に
父
が
研
ぎ
た
る
錦
石 

帯
に
か
ざ
り
て
還
暦
祝
う

吉　

田　

章　

子

俳　句

首
傾
げ
息
子
の
飾
る
雛
の
段

駒　

谷　

容　

子

雛
あ
そ
び
幼
の
あ
の
日
懐
か
し
む

三　

国　

満　

子

白
魚
の
跳
ね
て
光
の
一
つ
づ
つ

畑　

中　

月　

穂

メ
ー
デ
ー
の
旗
ふ
る
五
体
老
い
に
け
り

太　

田　

嶺　

伸

義
理
チ
ョ
コ
の
一
枚
も
な
く
老
い
の
春

立　

石　

美　

弥

軒
下
に
亡
夫
が
愛
で
た
る
ク
ロ
ッ
カ
ス

大　

山　

利　

代

強
東
風
の
番
屋
の
莚
め
く
れ
ゆ
く

雪　

田　

一　

石

公
園
の
浜
に
海
苔
摘
む
老
婦
か
な

山　

田　

一　

良

塩
梅
の
よ
ろ
し
き
夫
の
さ
ん
ぺ
汁

宮　

下　

る
り
子

初
夢
や
「
は
や
ぶ
さ
号
」
の
月
旅
行

山　

崎　

美
津
江

お
よ
ば
れ
の
晴
着
に
無
情
春
疾
風

橋　

本　

フ　

ミ

冴
返
る
脱
ゐ
で
又
着
る
上
着
か
な

坪　
　
　

テ　

ル

川　柳

パ
レ
ッ
ト
に
赤
い
色
置
き
春
を
待
つ

出　

崎　

陽　

子

脈
た
し
か
生
き
て
る
今
日
の
幸
を
抱
く

相　

馬　

藤　

花

各
種
催
し
・
講
座 

等

 

第
3
回
日
本
習
字
教
室

　
　

  

作
品
発
表
会
の
ご
案
内

　

3
月
19
日
、
20
日
の
開
催
が
延
期
と

な
っ
た
分
を
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉4
月
30
日（
土
）、5
月
1
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
6
時

※
5
月
1
日（
日
）は
正
午
ま
で

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
ど
ん
な
〉

ひ
と
り
ひ
と
り
の
あ
ゆ
み
が
見
え

る
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
・
成
人
会

員
に
よ
る
作
品
の
展
示（
硬
筆
・
半
紙
・

画
仙
紙
・
条
幅
・
色
紙
・
暦
・
茶
掛
け
等
）

〈
詳
し
く
は
〉

日
本
習
字
教
室
作
品
発
表
実
行
委
員
会

代
表 

目
時
紀
朗 

目
時
祥
子

(
22
ー
4
9
9
2

　

糖
尿
病
ミ
ニ
教
室
開
催

　

糖
尿
病
に
つ
い
て
看
護
師
・
栄
養

士
・
薬
剤
師
・
理
学
療
法
士
・
検
査

技
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生

か
し
、
糖
尿
病
の
方
の
た
め
の
食
事
、

運
動
、
検
査
、
薬
そ
し
て
生
活
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
糖
尿
病
と

上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
い
つ
〉

○
5
月
～
12
月

　
第
1
・
2
・
5
水
曜
日

午
前
8
時
～
8
時
15
分

つ

ま

め



( 2 6 )( 2 7 )

むつ市情報ポケット

〈
参
加
資
格
〉

　
商
工
会
議
所
会
員
、
む
つ
市
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
方
。

〈
申
込
締
切
〉5
月
18
日（
水
）

〈
申
込
方
法
〉

　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

載
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
支
払
方
法
〉

現
金
、
ま
た
は
振
込
に
て

〈
表
彰
式
・
懇
親
会
〉

　
同
日
午
後
6
時
よ
り
む
つ
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。
会
費
1

人
3
、
0
0
0
円
。

※
本
大
会
で
は
、
参
加
賞
に
か
か
る
費

用
の
全
額
を
被
災
地
に
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
参
加

賞
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
む
つ
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
商
工
会
議
所
　
(
22
ー
2
2
8
1

:http://w
w

w
.m

utsucci.or.jp/

  

大
湊（
下
北
）・
青
森
空
襲
展

　

今
回
の
空
襲
展
は
、
青
森
空
襲
を

記
録
す
る
会
が
こ
れ
ま
で
国
内
外
で

集
め
た
大
湊
の
空
襲
と
、
大
湊
湾
で

行
わ
れ
た
降
伏
式
（
占
領
命
令
伝
達

式
）の
写
真
と
資
料
を
中
心
に
、
空
襲
・

戦
争
の
実
態
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
空

白
部
分
を
埋
め
る
た
め
に
、
眠
っ
て
い

る
資
料
の
発
掘
を
願
い
開
催
し
ま
す
。

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】　

〈
ど
こ
で
〉む
つ
ボ
ウ
ル

〈
募
集
人
数
〉40
名

〈
ス
タ
ー
ト
〉午
後
3
時※

30
分
前
に
集
合

〈
参
加
料
〉3
、
0
0
0
円

（
プ
レ
ー
代
、
靴
代
込
み
）

〈
競
技
方
法
〉2
ゲ
ー
ム
の
合
計
ス
コ
ア

〈
ハ
ン
デ
ィ
〉

・
マ
イ
ボ
ー
ル
を
使
用
の
男
性
の
方

1
ゲ
ー
ム
30
点
の
マ
イ
ナ
ス
ハ
ン
デ
ィ

・
一
般
の
女
性

1
ゲ
ー
ム
20
点
の
ハ
ン
デ
ィ

・
マ
イ
ボ
ー
ル
を
使
用
の
女
性
の

方
、
一
般
の
男
性

ハ
ン
デ
ィ
無
し

【
釣
り
大
会
】

〈
ど
こ
で
〉関
根
浜
港

〈
募
集
人
数
〉40
名

〈
出
船
時
間
〉午
前
5
時※

30
分
前
に
集
合

〈
参
加
料
〉7
、
0
0
0
円

※
船
代
込
み
、
餌
は
各
自
用
意
、
当
日

販
売
も
し
ま
す

〈
競
技
方
法
〉

①
さ
お
１
本
ま
た
は
て
ん
て
ん
1
本

②
は
り
3
本
以
内

③
い
そ
め
を
使
用

〈
審
査
方
法
〉

20
㎝
以
上
の
か
れ
い
の
総
重
量
（
水

く
さ
が
れ
い
・
な
め
た
が
れ
い
除
く
）

〈
そ
の
他
〉

　
ト
ラ
ブ
ル
（
事
故
等
）は
各
自
責

任
の
こ
と
。

〈
い
つ
〉5
月
14
日（
土
）
～
16
日（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
5
時
ま
で

※
16
日
は
午
後
4
時
ま
で

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
中
央
公
民
館
講
堂

〈
入
場
料
〉無
料

〈
問
合
せ
先
〉

青
森
空
襲
を
記
録
す
る
会

　
(
０
１
７

－

７
７
７

－

６
２
０
０

　
　
　

 

春
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

【
太
極
拳
教
室
】

〈
い
つ
〉5
月
9
日
～
6
月
13
日

の
毎
週
月
曜
日 

午
前
10
時
～
正
午

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
民
体
育
館

〈
定
員
〉20
人

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室
】

〈
い
つ
〉5
月
11
日
～
6
月
15
日

の
毎
週
水
曜
日 

午
前
10
時
～
正
午

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
民
体
育
館

〈
定
員
〉20
人
　
　

〈
参
加
料
〉い
ず
れ
も
無
料

〈
準
備
す
る
も
の
〉

ラ
ケ
ッ
ト
、
内
履
き
等

〈
そ
の
他
〉

・
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
と
な
り
ま
す

・
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
等
に
各
自
で

加
入
を
お
願
い
し
ま
す

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
(
22
ー
1
1
1
1
内
線
2
4
7
1

下北文化会館・大ホール5月の催し物案内

【自主事業のお知らせ】

　4 月 12 日（火）～ 5 月 11 日（水）

　弾いて !! 鳴らして !!

　　スタインウェイ・コンサートピアノ

　　下北文化会館のスタインウェイピアノを、思う存分弾いてみませんか？

〈料　金〉1 時間 2,000 円

〈その他〉・事前予約が必要です。お電話にてお申し込みください。

　　　　　 ・大ホールの催物が優先されますので、ご利用日の変更　

　　　　　　 をお願いすることがあります。

〈詳しくは〉
下北文化会館 (22-8411
: http://shimobun.com

J   1 日 （日）14:30 〜  ………………………………… 《 入場無料 》

 第 6 回 オオアシ音楽教室 ピアノ発表会

J 15 日 （日） ① 10:00 〜 ② 12:00 〜 ③ 14:30 〜 ……《 1,000 円他 》

 映画上映「映画ドラえもん 新・のび太と鉄人兵団」①②

 　　　　「太平洋の奇跡」③

J 26 日 （木） 18:00 〜 20:00 ………………………… 《入場無料 》

 青森山田中学高等学校吹奏楽研究会 フレッシュコンサート 2011

J 29 日 （日） 17:00 〜 19:00 ………………………………《400 円 》

 田名部高校吹奏楽委員会 第 42 回 定期演奏会

 

点
訳
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

青
森
県
点
訳
・
朗
読
赤
十
字
奉
仕

団
む
つ
分
団
。
少
し
長
く
て
か
た
め

の
名
前
で
す
が
、
む
つ
市
に
お
い
て

蔵
書
な
ど
の
点
訳
活
動
を
し
て
い
る

団
体
で
す
。
点
字
や
点
訳
の
勉
強
と

英
気
を
養
う
お
し
ゃ
べ
り
に
は
げ
ん

で
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ

一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

午
後
1
時
か
ら

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
問
合
せ
先
〉

青
森
県
点
訳
・
朗
読

　
赤
十
字
奉
仕
団
む
つ
分
団 

藤
田

(
24
ー
4
1
3
1
※
昼
以
降

募
集
し
ま
す

不用品活用登録銀行
　市消費者の会では、物を大切に使おうと、不用品のあっせ

んをしています。お気軽にご連絡ください。なお、有償での

取り引きはご遠慮ください。

ゆずってください

アナログテレビ（14～ 20インチ）、ベビーベッド（0歳児）

田名部中学校ハーフパンツ（4Lか 5L）、

携帯電話本体（ドコモのSO-704iまたはソニー製）

〈詳しくは〉 
むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）(22-1111 内線 2643

お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課(22-1111 内線 2573・2582
 川内庁舎市民福祉課                      (42-2111
 大畑庁舎市民福祉課                      (34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課                 (44-2111

5 月 の 在 宅 当 番 医

　時間は午後７時から午後10 時までです。また、都合

により当番医が変更になることもありますので、受診前

にはあらかじめご確認ください。

さ と う 眼 科 ク リ ニ ッ ク

どんぐりこどもクリニック

渋 谷 胃 腸 科 内 科 医 院

田 村 胃 腸 科 内 科 医 院

千 田 医 院

中央レディスクリニック

小 野 胃 腸 科 内 科 医 院

角 田 整 形 外 科 医 院

( 23-9165

( 24-5656

( 22-5800

( 22-3101

( 22-2639

( 24-3151

( 22-4717

( 22-7945

5 月 の 献 血 受 付 日 程

☆    1 日（日）

☆    3 日（祝）

☆    4 日（祝）

☆    5 日（祝）

☆　  8日（日）

☆ 15日（日）

☆ 22日（日）

☆ 29日（日）

26日（木）
むつ商工会議所

航空自衛隊大湊分屯基地

10:30

13:30

〜

〜

11:30

16:00

今月の“ピカピカ賞”
　3月の 3歳児健康診査で、むし歯のないのはもちろん

のこと、治した歯が１本もないお子さん達です。これか

らも　”ピカピカの歯”を大切にしてくださいね！

〜 

お
子
さ
ん
の
歯
み
が
き
後
は
、
お
家
の
方
の

仕
上
げ
み
が
き
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
！
〜

齋 藤 安 滋 さいとうあんじ くん

髙 田 涼 太 たかだりょうた くん

佐 藤 達 弥 さ と う た つ や くん

飛 林 玲 衣 とびばやしれい ちゃん

小 野 颯 太 お の そ う た くん

佐々木　望　彩 さ さ き む う あ ちゃん

小 川 喜 愛 お が わ ゆ き な ちゃん

齋 藤 煌 大 さいとうこうた くん

石 野 聡 祐 いしのそうすけ くん

池 田 佑 月 い け だ ゆ づ き くん

小 枝 ゆ り こ え だ ゆ り ちゃん

舘 岡 澪 来 た て お か れ ら ちゃん

山 田 愛 翔 や ま だ あ い と くん

小 泉 奈 々 こ い ず み な な ちゃん

井 上 和 奏 いのうえわかな ちゃん

川 畑 優 奈 かわはたゆうな ちゃん

『むつ市民便利帳』配布時期延期のお詫び

　市政だより 2 月 25 日発行号でお知らせしていました『むつ市民便利帳』について、3 月中旬頃の配布を予定

していましたが、諸般の都合により配布時期が延期となりました。発行を楽しみにされていた市民のみなさま

に対し、お詫び申し上げます。（今のところ、4 月下旬頃の配布を予定しています。）

〈詳しくは〉
市秘書広聴課広報広聴担当

( 22-1111 内線 2154
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むつ市の人口・世帯数 （ 4月1日現在） ※住民基本台帳による

『脇野沢桜まつり』
〈い　つ〉 4 月 29日（金） 〜 5月 8日（日）　　　　　　

〈どこで〉 愛宕山公園

　　　　※雨天時のイベントは脇野沢地域交流センターにて

〈詳しくは〉
脇野沢観光協会(44-2217

または川内町観光協会(42-2301

『 かわうち桜まつり』
〈い　つ〉 4 月 29日（金） 〜 5月 8日（日）

〈どこで〉 川内庁舎隣接園地

〈詳しくは〉
川内町観光協会(42-2301

『 むつ桜まつり』開催！
　㈳むつ市観光協会では、東日本大震災の影響を考慮し、

今年の「むつ桜まつり」は当協会主催のステージイベント

を自粛して開催することとなりましたので、ご理解をお

願いします。

〈い　つ〉 4 月 29日（金） 〜 5月 5日（木）

〈どこで〉 水源池公園および早掛沼公園

〈アーチ式ダムのライトアップ〉

　　期間中の午後7時〜9時に実施

〈詳しくは〉
（社）むつ市観光協会( 23-1311

〈問合せ・応募先〉
〒035-0031 むつ市柳町一丁目10番 25号
（社）むつ市観光協会( 23−1311

2011 ミスおしまこ募集
〈参加資格〉 ・むつ市または下北郡在住の満18才から満 28才までの未婚の女性（高校生は参加できません）。

　　　　   ・選出された場合、当協会が行う年間行事に参加できる方（桜まつり、大湊ネブタ、おしまこ流し踊り、

　　　　　  その他観光 PRイベント等）。

総人口 63,838 人（−244人） 総世帯数 28,952 世帯（−42世帯）

むつ地区 48,795人（−208人） 川内地区 4,812人（−  11人）

大畑地区 8,203 人（−  14人） 脇野沢地区 2,028人（−  11人）
☆今年度より各地区別人口もお知らせします☆　　　　　　（　 ）内は前月比

『 来さまい・大畑桜ロード』
さくらまつり

　大畑町観光協会では、今回のまつりの収益金を、この

度の東日本大震災の寄付金とします。

〈い　つ〉 4 月 29日（金）午前10時〜

〈どこで〉 大畑体育館（イベント開催場所）

〈その他〉 

　イベント、スケジュール等は、ＦＭアジュールおよ

びチラシにてお知らせします。

〈詳しくは〉
大畑町観光協会(34-3500

〈応募方法〉 

　応募用紙に必要事項をもれなく記入し、全身写真Ｌ判、顔写真Ｌ判

各1枚を添付し、むつ市観光協会へ持参または郵送してください。

〈応募用紙設置場所〉 

　　市商工観光課および各庁舎、むつ来さまい館、

　　むつ市観光案内所、㈳むつ市観光協会

〈応募締切〉 5月 10日（火）

〈審　　査〉 ・１次審査（書類審査）……5月中旬

・２次審査（面接審査）……5月中旬

 ※審査会での服装はスーツ。

 日時、場所等は後日応募者に連絡します。

〈賞〉 ミスおしまこ………………………3名

〈賞　　金〉 10万円
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